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平成28年度文教施設研究講演会を，平成29年1月24日（火）に文部科学省第二講堂で開催した。本講演会は，国立教育
政策研究所において平成22年度から毎年テーマを定めて実施してきているものであり，今年度は「教室空間から教育を考
える－日本とデンマークの学校建築－」をテーマとして開催され，全国から教育関係者や学校建築の関係者など170名の
参加があった。

冒頭，杉野剛所長から，講演会の開催趣旨説明を交えた主催者挨拶が行われた。引き続き，東京電機大学情報環境学部
教授の伊藤俊介氏，デンマークHalsnaes Lilleskole校長の ピア・グレル・ソーレンセン氏、学習空間デザインスタジオ
Autens CEOのレーネ・イェンスビュ・ランゲ氏、東洋大学名誉教授の長澤悟氏による講演がそれぞれ行われた。

教室空間から教育を考える
～ 日本とデンマークの学校建築 ～

１８１
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Ⅰ． 開会の挨拶
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開会の挨拶 

国立教育政策研究所 所長  杉野 剛 

 
 
平成 28 年度「文教施設研究講演会」の開催に当たり，主催者を代表して，一

言御挨拶申し上げます。本日はお忙しい中，教育委員会や学校関係者をはじめ

として，学校施設にご関心を持つ皆様にお集まりいただきまして，誠にありが

とうございます。国立教育政策研究所では，海外の学校施設に関する知見の収

集や専門家との交流，また，国内外の研究に関する知見の蓄積と発信を目的と

して，学校施設に関する専門家を招聘し，毎年度，「文教施設研究講演会」を

開催しています。本年度は８回目の開催となります。 
 今回のテーマは，「教室空間から教育を考える」です。我が国の学校建築は，

1970 年代から徐々にオープンスペースなどの形が見られるようになり，教室ま

わりの充実が図られ，多様な教室空間が形作られてきました。一方で，現在，

建築後４０年，５０年を経過した多くの校舎が老朽化し，そのリニューアルが

急務となっており，学校施設，とりわけ教室空間のあり方をいま一度問い直す

時期に来ていると言えます。 
本日の講演会は，デンマークより，学習コンサルタント，ハルスネス・リレ

スコーレ校長のピア・グレル・ソーレンセン様，学習空間デザインスタジオＣ

ＥＯのレーネ・イェンスビュ・ランゲ様をお招きしました。お２人には，これ

まで学校施設のデザインに携わり，教室の新しい姿について模索されてきたご

経験から，そのコンセプトや考え方，具体的な事例等，幅広くご紹介いただく

予定です。また，国内の講師としまして，東京電機大学情報環境学部教授の伊

藤俊介（いとう しゅんすけ）先生，東洋大学名誉教授の長澤悟（ながさわ さ
とる）先生をお迎えしました。伊藤先生には，デンマークの学校建築における

設計計画の変遷や授業展開・空間の使い方について総合的な解説をいただきま

す。また，長澤先生には日本における教室空間の設計計画のこれまでの流れと

今後の展望について，長年の研究成果を基にご発表いただく予定です。 
先生方におかれましては，ご多忙の中ご出席を賜り御礼申し上げます。 
本日の講演会が，皆様にとって，効果的な教室のデザイン，そして効果的な

学習方法を考えるための有益な機会となり，また，すべての子供たちの学習環

境の充実に寄与することを祈念しまして，主催者としての御挨拶とさせていた

だきます。 
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Ⅱ． 基調講演
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講演/Speech

デンマークの学校建築における計画の
系譜と授業展開・空間の使い方

東京電機大学情報環境学部 教授
伊藤 俊介 氏
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皆さんこんにちは。東京電機大学の伊藤と申します。

今日は最初に30分ほど時間をいただきまして、ここにタイトル挙げましたように、デ
ンマークの学校建築の計画についてご紹介します。

私は、ずっとデンマークで観察調査をしてきたわけなんですけども、そこから見えて
きたことをご紹介して、メインのデンマークからのお２人の先生方の話のバックグラウ
ンドの情報をご提供できればと思っています。
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初めに簡単な自己紹介です。

私は、建築計画、それから環境心理学を専門としていまして、学校建築も主な調査
フィールドの１つとしています。ドクターを取ってから今の電機大学に着任する前に、
１年半ほどデンマークの国立研究所に留学していて、そのときにデンマークの学校
でフィールドワークをしておりました。そのあと今の電大の職場に就いてからも、数年
おきに調査に行って、いくつかの学校に関しては定点観測のような形で変化をフォ
ローしております。

実は今日の講師のお１人のピア先生は、1999年の調査のときから教室の観察をさ
せていただいて、ずっとお世話になってきたというご縁です。
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今日お話ししようと思っている内容はここに挙げた４つです。時間の関係で配付し
た資料の中身を全部はカバーできないと思います。時間に合わせて適宜調整しな
がらご紹介していきたいと思います。

まず最初に、非常にざっくりとデンマークの学校がどのように計画されてきたかとい
うお話しをしてから、２番目に、特に1999年から2013年ぐらいにかけて、先ほど申し
上げた定点観測をしてきた学校で、どのように建物や空間を改変してきたか、それか
ら、授業方法や学習のスタイルがどのように変化してきたかという事例を２つご紹介し
たいと思います。３のパートでは、最近、ここ10年ぐらいだと思うんですけど、授業の
やり方や学習スタイルの考え方についてデンマークでは新しい動きが出てきており
まして、その事例を簡単にご紹介します。最後に、長く調査をしていると、日本の学
校文化とデンマークの学校文化のかなり違うところに気付くわけです。それについて
２つほど話題を紹介したいと思います。
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まず初めに、背景的な情報です。

デンマークの義務教育は公立小中学校の一環の９年間になっていて、フォルケス
コーレという名前で呼ばれるものがその公立学校に当たります。義務教育が制定さ
れたのはかなり早い国でして、1814年に義務教育が制定されて、以降、教育法が大
きく改正されたのは４回だというふうに資料からは理解しております。伝統的に北欧
社会全体が個人というのを重視する社会なんですけども、調査に行くようになって面
白かったのが、実は学級という単位をすごく重視しているということなんですね。つま
り個別性と学級単位の重視というのが両立しているという、面白い組み合わせをデン
マークの学校には感じます。

１つ驚いた点を挙げると、おそらく1999年ごろはまだあって、今はあまりその習慣は
残っていないと聞いていますが、昔は９年間、担任の先生はまったく変わらない、ク
ラス替えもしないという仕組みで教育をしていたそうです。最近ではだいぶ変わった
と聞いていますが、そういった形で個人の発達と、それから集団としての発達という
のを同時並行的に重視しているところが、日本の学校を見ている観点からすると共
感します。学級規模の上限は28人ですけども、全国的な平均を見ると20人は切って
いるということです。
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では、学校建築がどのように発達したか、ざっと戦後に絞ってお話しします。
第二次世界大戦が終わったころ、ちょうど首都のコペンハーゲンの周辺を中心とし
て、より人間的な環境を目指した学校建築というのがいろんな建築家によってデザイ
ンをされます。そのときには、ゴードとかアトリウムと言われる大きな中庭であったり、
小さく分散した中庭であったりという、タイプは違うんですが、中庭を囲んだタイプの
校舎が非常にたくさん造られます。

60年代、70年代に入ってくると、児童生徒の急増期に入ってきまして、片廊下型の
学校が大量に建設されるという時期を経ます。日本とこの辺りは似てると思います。
これも日本と似てると感じる部分なんですが、70年代から80年代にかけてオープン
プランスクールが導入されて、いくつか実験的、あるいは先駆的な事例がつくられま
す。ただ、壁のないオープンプランというのはそれほど一般的な型としては定着をし
なくて、教室を設けた上で、いくつかのクラスが共用するコモンルームを持つというタ
イプが主流になっていく流れを80年代には経ています。

80年代、90年代、実はこの間は新しい建築が少なかったみたいですが、分棟型の
校舎であったり、住居的な雰囲気を持つデザインがされるようになります。2000年以
降になると、ある種、再発明されたような新しいオープンプラン、空間の発想の仕方
が出てきます。オープンプランのようなフレキシブルな大きい空間をつくるという発想
から、どちらかと言うと多様化、いろんな機能を持って分節化した空間をつくるという
ように変わっていく流れが見て取れます。これは後半でも事例を紹介したいと思いま
す。
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少し写真を流していきますが、戦前はこういった重厚なデザインが多くありました。
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戦後の中庭型の代表例としては、ヤコブセンが設計したムンケゴースコーレン、日
本でも非常に有名ですが、これがあります。
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それぞれの教室がこうした個別の中庭を持っていて、教室の中はこういったハイサ
イドライトで自然光を取り入れるというデザインです。
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あとは、やはり建築技術の文化も非常に違うので、世代を超えて何代も増築されて
きた学校というのがやはりたくさん残っていまして、建築的な観点からやはり非常に
興味深いんですね。

これはコペンハーゲンの郊外にあるスコウスホウズスコーレという学校ですが、同じ
学校の別の棟で、時代を追ってだんだん増築されていった例です。特に面白いの
はパビリオンタイプの校舎というもので（左上、右上）、これは分棟型の小さい校舎で
す。ちょうど同じ時期には病院建築でも、パビリオン型といって分棟型の通風と採光
を重視したプランがあったりして、建築の潮流を見る上では非常に興味深いですし、
また非常に美しい校舎なんですね。
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これ、右側は校舎の中のらせん階段なんですけども、鉄筋コンクリート製のらせん
階段としてはほとんど最古のものに当たるんだそうです。こういった古い校舎も使わ
れています。
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これは70年代のオープンプランスクールの代表例ですが、実はオープンプランは
ほとんど現存していません。後半でご紹介するもう１校と合わせて、どちらの学校の
先生も、うちともう１校しかないと言ってるので、おそらく２校だけではないかと思いま
す。当時は、こういうスペースフレームを組んで、その下の空間をアレンジするという
ような学校が一時期、実験的に造られました。
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それがだんだんと教室を確保したタイプに移っていきます。
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これはこの時代のプランの典型的な例と言っていいかと思います。コモンルームを
囲む形で教室があって、ここは壁を全開することができるんですけども、実際にあま
り開けないということで、教室で独立した授業を行っている。それ以外の活動のため
にはこのコモンルームに出てくるという、そういう構成を取っています。このタイプが80
年代には非常に多かったということです。

もう１つ、この学校の場合、特徴なのは、かなり大規模な学校にならざるを得なかっ
たということで、まったく同じプランの学校が対称形に造られていて、同じ敷地にこう
いうふうに建っているんですけども、ここを境目にして南北でまったく別の学校として
運営している。つまり大規模な学校を小規模な学校に分離をして、集団を適切なサ
イズに抑えるという方法で、そういったようなことも70年代、80年代には自治体によっ
ては行われていました。
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これは80年代から90年代にかけての、今度は住居を意識したデザインの例です。
面白いのは、上の学校は伝統的な農家をヒントにしたデザインであるのに対して、下
の郊外の新興住宅地に建っている学校は、周辺の集合住宅とデザインがそろえて
あり、同じ住居的なデザイン、ヒューマンスケールな建物といっても、この解釈の仕方
であるとか、表現の仕方が違うというのも非常に面白い例です。
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これは最新の学校の１つで、2002年だったと思います。コペンハーゲンの北のゲン
トフテ市という、ピア先生とレーネ先生のお話で中心となる市だと思うんですけれども、
そこで造られた実験的なオープンプラン校です。こういうふうにどんどん学校のスタイ
ルというのは発展してきました。
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では学習空間とか授業の仕方がどう変化してきたのか。

ちょうど私が調査をし始めた2000年前後というのは、例えばコモンスペースを使うに
しても、教室という単位はきちんと確保した上で、それに加えてコモンスペースとか
オープンプランの部分にさまざまなアレンジをした空間を用意するというつくり方だっ
たんですね。そして授業の中でも、一斉授業的な部分と、個別学習とかグループ学
習とか、ディスカッションとか作業とか、そういったものが組み込まれていくんですけど
も、１つ１つが続く時間は比較的長い。ある時間は基本的に一斉授業をやっていて、
次の時間はコモンスペースにみんなで展開をしてグループワークをしているというよ
うに、時間ごとにアクティビティが区切られる感じでした。

それがここ５年、６年の間、観察をしますとだいぶ変わっていて、空間のつくり方が、
どちらかと言うと教室を非常に充実させて、教室の中にさまざまなセッティングをつく
る。教室の中に用途を固定した小さなコーナーをたくさんつくっておく。そして、同じ
１時間の授業の中でもアクティビティが頻繁に切り替わって、子供がしょっちゅう動い
て、教え方のセッティングが変わる。学習空間のつくり方にしても、授業展開の仕方
にしてもかなり大きな変化が、15年という比較的短期間に起きていることが観察から
は見えてきました。
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学校の変化を見る１つ目の例、70年代に建てられたオープンプランスクールの１つ
です。
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これは15年前の様子なんですけれども、こういうふうに壁のない空間を、ついたてと
か家具とかで区切って使っているんですね。家具配置を見て分かるように、教室の
部分というのはほぼ一斉授業の配置をしてます。ただ、それ以外にワークスペースと
か車座になって集まるスペースというのが分散していて、場所を使い分けながら授業
が動いていく、そういう授業展開をしていました。
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これが様々な場所を使っている様子です。
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それが2008年には、だいぶ様子が変わっていました。先ほどは全部、壁はなくて
全て家具で仕切られていたんですが、家具で仕切る代わりに、教室部分にスライ
ディングウォールのパーティションが床から天井まで入って教室を区切るようになっ
ていました。それ以外に、エッグと呼ばれる卵形の小さな部屋を造って、ここが個別
スペースやパソコンスペースになっているというリノベーションが行われていました。
そのときには、いろいろな空間の種類を建築的に分けたいという意図と、クラス数が
増加したのでクラスとクラスの間に距離がとれない、そこでパーティションを入れよう、
ということだったんですね。
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これが当時の授業の様子なんですが、実は音響的に非常に大きな問題がありまし
た。このスライディングパーティションは実は上下に隙間があって、なおかつ窓のとこ
ろまでくっついてないので、隣の教室の音が非常によく聞こえてくる。あるクラスが授
業、ディスカッションをやってるときに隣のクラスが音楽をやっていたりして、授業がス
トップしてしまうという場面もありました。

そして、真ん中のエッグと言われるスペースは、１つはパソコンルームになっていた
り、もう１つはグループルームになっていたと。パーティションを設けたというのが、
思ったほど教室間をしっかりと分離するということ関して機能しなかったということです。
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2013年にはまた変わっていました。この直前になされた改修では、先ほどスライ
ディングウォールだった部分を固定壁にしています。さらに教室のゾーンと、それか
らフリーゾーンというグループワークのスペースを作って、なおかつ教室ごとに入り口
に車座で集まれる小さい小部屋を作り、クラス単位ではっきりと領域を分けるように変
えています。それぞれのクラスが専用の小部屋を持って、２クラスずつでフリース
ペースを持つ形式に変わりました。これで音の問題はほとんど改善されていると聞い
ています。

このように、15年の間に２回大きな改修をして、授業のやり方の変化と音環境の改
善に対応をしているというのがこの１つ目の例です。
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次の例は、80年代に建てられた分棟型の学校で、これもやはりコペンハーゲンの
郊外に建っています。個人的には、今まで見た学校で一番好きな学校です。この配
置図にあるように、Ｌ字型とかＵ字型をした教室棟が公園の中に配置されているかの
ようになっていて、ランドスケープデザイン的には住宅地と全部つながっているんで
すね。設計したのはデンマークのヴァンクンステンという有名な建築家のグループで、
彼らの設計は非常に好きなんですけれども、この学校もすごくいい作品だと思いま
す。造形的な面だけじゃなくて、寸法も、左側の写真を見ても分かるように、人間的
な、子供のスケールに合わせた空間になっています。
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この学校は当初、やはりセミオープンのような形で造られていて、教室があり、この
間に大きなスライディングウォールがあってコモンスペースと区切られている。このコ
モンスペースの部分は段差で廊下部分と作業ができる部分に分かれていて、非常
に細やかに空間がつくり込まれています。欄間も開いていました。

ところが2002年ごろ、スライディングウォールを全部固定壁にしてドアで閉じる改修
がなされました。そのときの理由は、やはり音がいろいろなところに広がって、だんだ
ん子供たちが集中するのが難しくなってきたということで、やや伝統的なクラスルーム
に戻っています。また、この壁を建てた以外にもう１回改修をしているようなのですが、
壁の位置が動いていて、より大きな教室にするような改修が行われています。壁を建
てて教室をある程度クローズにして、教室をやや拡大するという変化が、やはり短期
間に行われています。

平面図で見ていただきたいのですが、1999年には教室部分は一斉授業的な配置を
しているのに対して、ワークスペースに一斉授業以外の活動が出てきているという様
子が分かると思います。それが2008年、2013年の家具配置図を見ると、教室の中で
さまざまな場所がつくられるようになっています。
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今の話を示すスライドなんですけども、昔はこのようにグループワークやいろいろな
作業をするときには教室の外に出てきていました。
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それが、教室がフレキシブルになって高機能化して、たくさんの活動が教室の中で
完結するようになります。その代わり教室の中で非常によく動き回って、いろんな場
面がシフトしていくという流れです。

これ、１時間の間でこれだけのことが起きてるんですけども、最初に歌を歌って、そ
れから先生が説明をして、それから児童が発表して、それから個別学習をしてという
ような形で、非常に目まぐるしく動くようになっています。
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これは２クラスが共同で運営されているケースなんですけども、２つの教室の中に
異なる種類のセッティングが５カ所、６カ所とつくられていて、そこを子供が行き来し
ながら授業をするというスタイルです。そしてコモンスペースは教材、リソースセン
ターとして使われています。
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こうした事例、ほかの事例なども含めて、どのようにその学習空間が変化しているの
か。今見た例からも分かるように、教室の家具配置であるとかセッティングの仕方が
大きく変わっていますし、教育や授業方法の面での大きな変化としては、カリキュラ
ムが個別化されたり、プロジェクト型学習が1990年ごろは比較的まだ一部だったもの
が学習の中心に移行しつつあるということがあります。

次に、特にご紹介したいのが「学習スタイルの多様化」という概念が入ってきたこと
です。学習活動や内容の多様化は、割とオープンエデュケーションのころから通底
しているテーマだと思うのですが、面白いのは、デンマークの学校でいろいろなとこ
ろを訪問していると、ラーニングスタイルという単語を非常によく聞くんですね。姿勢
とか、音とか光とか、いろいろなものに関する感受性があって、それぞれの子供に
合ったスタイルで学習できるようにするべきだという思想をいろんな学校で聞きます。
それが教室のつくり方にも影響を及ぼしているというのが最近の流れとしてあります。
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これは1990年に訪れた未来のクラスルームという、ピア先生がつくられた教室です。
ごくごく一般の教室を、今までの教室と同じつくり方では新しい授業ができない、だ
から教室も変えてしまえということで、ピーター先生とピア先生というお２人の先生が
取り組みました。家具もデザインをして、教室のインテリアをそっくりとつくり替えたと
いう例です。

- 36 -



もう一斉授業というものが全くなくなり、先生は、教えるときにはあちこち動き回りな
がら教え、子供はすぐに自分たちで作業にかかるという空間です。かなり小さい教室
なんですけども、非常にフレキシブルなんですね。黒板も１カ所ではありません。正
面性の解体ということなんですけども、黒板が分散して置かれている。

この教室の非常に大きな効果は、黒板が正面にないという以外に、あちこちにある
ということで、子供が使うメディアになります。黒板は先生が書いて皆さんこれを見な
さいという伝達のメディアではなくて、子供たちがコラボレーションするための道具に
もなるというように、いろいろな意味で斬新な教室で、私自身、大きな感銘を受けまし
た。
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それからもう１個の流れとして、カリキュラムがどんどん個別化されていく。左は先ほ
どお見せしたヘレラップスコーレで使われているポートフォリオですけれども、子供ご
とに学習内容が、本当に日ごとに違うんですね。そしてその生徒がやった内容、これ
からやる内容というのが１つのフォルダに収まっている。それを見ると自分が学習し
た内容も分かる。あとは、これを違う先生に見せると、この子が何を今まで勉強したの
かが確認できるというものです。ですので、ここの学校の授業形式がどうなってるかと
いうと、朝一番とお昼前と午後に１回ずつ、クラス全員でミーティングがあります。そ
れぞれが進捗状況を報告するとか、内容を発表する、クラス全体の話をするというも
のです。それ以外は散らばって、それぞれのタスクに取り組むという学習の仕方を
取っている学校です。

右側はごく普通の小学校のある低学年の掲示板なんですけども、ここもカリキュラ
ムが生徒によって違っています。それぞれの子供が今週学習する内容がこうやって
整理されている。一般的な学校でもこういった形で、カリキュラムであるとか学習のプ
ランを個別化するという教え方にだんだんとシフトしているわけです。だから一斉授
業のニーズがなくなってくるということが起きてきます。

- 38 -



先ほど、ラーニングスタイルという言葉をよく聞くという話をしました。そういった考え
方を教室の周辺のレイアウトに取り入れている例を一つ紹介したいと思います。これ
はマウレゴー・スコーレンという、やはりコペンハーゲンの北のゲントフテ市の学校で、
ピア先生も一時勤務していた学校です。建物自体は年代によっていろいろ増築され
ている。その中のやや古い時代の建物のインテリアが非常に面白く改装されている
んですね。
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これがスケッチプランなんですけども、もともと閉じた教室に分かれていたものを、
所々開いたりガラスを入れたりしていて、家具がいろいろな形で置いてあるわけです。

このようにソファーのある大勢が集まるところ（①）、囲まれたオフィスのようなところ
（②）、それ以外に台所・ダイニングルームのような部屋（③）というように、非常にたく
さんのしつらえがこの限られたスペースにつくられています。そして、ここに３学級縦
割りの学年の３学年の集団が入っていて、学年縦断型のプロジェクトワークが中心の
教育が行われています。
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授業の初めに、ソファのあるところに集まって、取り組んでいるプロジェクトの説明を
します。みんな車座に集まっています。それが終わると、いろいろな教材であるとか
パソコンは子供が自分が取り出して、必要に応じて使えるように配置されています。
例えばプロジェクト学習の成果物というと、しっかりした冊子体としてまとまったレポー
トになって出てくる。そのような形でプロジェクト学習が進行しています。
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同じパソコンのコーナーにしても、立って作業をしている子供もいれば、このテーブ
ルの上に腰掛けてる子もいれば、ちゃんとスツールに座ってやっている子もいる（左
上）。それぞれの子供が一番集中できる、快適な姿勢で勉強できるんですね。

刺激の少ない環境の方が良い子供には、そうした場所がある（右・下）。子供がそ
れぞれ集中できる場所で学習ができるように、環境のつくり方もまったく変わってきて
いるというのが最近のトレンドで、非常に印象的です。
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最後に、長く見てきて、学校文化で違う面というのが非常にたくさんあるんですね。
本当はこの２つをご紹介しようと思ったんですけども、残り時間があと少ししかないの
で、２つ目の、個別性・特性の捉え方の違いに関して、気付いたことをお話ししたい
と思います。

合理的配慮、個別性に対処する、配慮するということに対する考え方が日本とデン
マークって違うんだなと思った象徴的な出来事があります。デンマークで見に行った
ある学校で、多動傾向の子供がクラスに１人いました。教室の中に１個だけ、キャス
ター付きの椅子がある。それを先生がどう説明するかというと、この子は動き回ってな
いと集中できない。だから動き回って勉強できるように、その子にはこの椅子を与え
ている、と言うんですね。

日本の学校でも、普通学級の中にやはり多動傾向のある子供、発達障害のある子
供がいることがあります。日本のある学校で、補助の先生が入って同じクラスで勉強
している。そのときに先生が言うのが、色々な工夫や取り組みによって、この子は
ちゃんと椅子に座っていられるようになっているんです、という話をするんです。この
学校はとても手厚くそうした子供のサポートをしている、良い例なんですが、はっきり
と文化の違いを感じるんですね。
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本来、特別な支援が必要な子供とそうでない子供に明確に線が引けるわけではな
くて、特性というのはスペクトラムで散っているわけです。この図は先ほどの例が表す
ことを図式化したものですが、日本ではある線から向こうは特別支援教育の対象に
なる。特別支援学級や特別支援学校を調査していると、本当に１人１人、特性も能
力もニーズも違うという前提、それを出発点として、その個別の指導案を作って個別
の指導をしてるんですね。ところが一方で、特別支援の対象でなく、一般級に入って
いる場合、先ほどの例にも表れているように、今度は平均的な子供の枠にどれだけ
適応させるかという方向に支援が入ってくる傾向を感じるんです。

デンマークの学校を見ていて感じるのは、一般級でも１人１人が違って、違うサ
ポートが必要というのが前提条件となっているということです。これに対して日本では、
特別支援の場合には同じようにそれはもう圧倒的に前提になっている。ところがそう
でないところでは、どちらかと言うと平均に合わせる力学が働いているように感じる。
もちろん異論はあるとは思うのですが、こうした学校文化というの違いを私は感じます。

そうすると、特別支援の方に日本の教育の新しい芽がある気がしてくる。特別支援
学校を見たとき、教室のアレンジの仕方であるとかサポートの仕方にそういったところ
を感じるんです。だから日本は駄目だという話ではなくて、何が言いたいかというと、
一般と特別という線引きが非常に強いのは、これから壊していくべき壁ではないかと
いうことなのです。
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最後に、総じてデンマークの学校から感じることは何か。空間をどんどん改変して、
しかも先生が、こう教えるためにはこういうふうに変えなければいけないという意志が
明確な気がします。ある意味、教室というものを道具、教育をするためのツールという
ふうに割切ってどんどん使いこなして、変えていくというアプローチがあるように見え
ます。

もう１つは、先ほど学習スタイルの話をしましたが、それは単に子供が楽だからとい
う話ではなくて、集中の仕方が違う子供に対しては、学習の体験とか効率を向上させ
るためにも違う場が必要なんだという論拠がしっかりあるように、インタビューをしてい
ると感じるんです。実は今日のスライドを見せると、行儀が悪いというリアクションをす
る日本の先生、日本の方が多いんですが、行儀の問題ではなくて、学習効率のため
にそうしてるんだというスタンスが背景にあるというのを非常に強く感じます。

以上です。ありがとうございました。
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講演/Speech

Classroom design for
21st Century Learners 
- a Scandinavian perspective

学習コンサルタント・Halsnaes Lilleskole校長
ピア・グレル・ソーレンセン 氏

学習空間デザインスタジオAutens CEO
レーネ・イェンスビュ・ランゲ 氏
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ピア・グレル・ソーレンセン氏（以下「Ｐ」）：

お招き頂いて有難うございます。レーネと私は二人ともここ日本で素晴らしい皆様方とご一緒
できることをとても光栄に思い、また胸の高まりを覚えます。

本日、私どもは教育の実践と学習スペースのデザインがデンマークやスカンジナビア、そして
欧州全域で実際にどのように変化しているかについて皆さんにプレゼンテーションを行います。
私たちはデンマークの革新的な学校や教室の写真を沢山もって参りました。

私たちのプレゼンが、皆さんにひらめきを与えることができればと思っております。
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Ｐ：
まず初めに、私たちが誰であって、なぜこの行事に招かれているのかについて皆さんに簡単

にお話しします。
私の名前はピア・グレル・ソーレンセンで、何年もの間、教職に従事して参りました。私は元々

教員になるための教育を受けておりますが、この仕事に就いてすぐ気づいたことがあります。そ
れは、教室というものがどのようにデザインされ、どのように使われるか、またそれが生徒たちの
行動に計り知れない影響を与えること。さらには、生徒たちがカリキュラムから何を学び、自分自
身について何を学ぶかということにも計り知れない影響を与えることです。

生徒の可能性や学習能力を伸ばそうとすることが私の職業人生の指針であり続けて来ました。
今日は私の経験と信念を皆さんと共有できればと思います。

効果的な教室デザインというテーマへのアプローチには、教育上の知識が求められますが、
伝統的で標準的な教室で新しい発想を創り出す優れたノウハウと能力も必要です。世界中で、
教室というものは非常に伝統的で、別の国々でさえ非常に似たものだったりすることは皆さんも
おわかりになるでしょう。ですから、今後の学習、学校の発展、学習スペースのデザインにおけ
るデンマークの一流の専門家であるレーネと同席していることを私はとても嬉しく思います。レー
ネと私は多くのプロジェクトに一緒に取り組んで来ました。私たちは学習スペースのデザインとは、
皆さんが達成しようとする教育上の構想・目標と常に一緒に歩むべきものと考えています。

レーネ・イェンスビュ・ランゲ氏（以下「Ｌ」）：
皆さんこんにちは。ここ東京に来ることができて大変変嬉しいです。私たちはこの機会をずっと
楽しみにしていました。空間デザインに関する私たちの視点、デンマークの視点を共有する機
会を得たことを皆さんに感謝します。
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Ｌ：
私が生業としているコンサルタントの仕事について、少しだけお話したいと思います。私は11

年前にオーテンズという名前の会社を設立しました。この会社では学校の手助けをし、建築家
の手助けをし、物事を組み合わせる手助けを行っています。 基本的に、我々が行っていること
は、教育の未来とは何か、学校および教育の目的とは何か、そして学習とはどのような姿のもの
か、ということを問うことなのです。今日および明日の生徒のために役立つよう、学校の変革、教
師の実践方法の変革にどのように寄与できるか。我々は、建築家がこういった課題を建築的文
脈に反映するのを手助けします。つまり、学習スペースが子供たちの学習活動を助け、役立つ
よう、どのようにデザインしたらよいか、ということです。そしてそれが、本日私たちが話そうとする
テーマです。

ピアが申し上げたように、我々は写真を沢山持って来ています。私は主に、多くの理論的背景
とともに、それらの写真の背後にある多くのものを共有していくことになると思います。
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学習スペースのデザインに取り組んでいくときには、様々な観点がありますが、我々は学習ス
ペースをナラティブ(物語)とみなしています。その学習スペースが伝えようとしていることは何か、
その学習スペースは、皆さんが活動するためにどのように役立とうとしているのか、ということです。
我々は学習スペースを学習のためのテクノロジーの一つと解釈しました。

伊藤先生、デンマークの学校に関する示唆に富んだ講義をありがとうございました。本当に素
晴らしいものでした。それを受けた我々の話は、学習スペースが、今後私たちを学校現場で待
ち受ける「学び」に対して、どのようなツールとなり得るのか、というものになります。
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Ｐ：
私はこれまでの経験の中で、学習とは抽象的でも脈絡のない活動の連続でもないということを

実感してきました。学習は単に、教師・生徒そしてカリキュラムだけの問題ではありません。学習
活動は、それが生じる文脈と文化の中に位置しています。学習者は、ある信条・振る舞いを体現
するコミュニティに属することになるのです。教室で起こる社会的な交流は、生徒たちが何を学
ぶかということについて非常に大きな影響力を持っています。皆さんが効果的な教室をデザイン
したいと思った場合、それらは考慮すべき非常に重要な要因なのです。

この伝統的な教室を例にとってみましょう。ここでのナラティブ（物語）はなんでしょう？文化的
な視点としては、この教室では「静かにしなさい」「着席」「言われた通りにしなさい」が使われると
考えられます。また、期待される、適切な行動の発想としては、教師がすべての生徒の前にいて、
皆座って聞いて、対話は一人の生徒としか行われないということが考えられるでしょう。生徒が
もっとやる気になり、より活動的で、学習プロセスにより集中するような教室をデザインしたい場
合、ただデザインを変えるだけでなく、実際には、この伝統的な教室のデザインにおける基本的
な前提を変えるべく取り組まなければなりません。
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専門家や研究者に伝統的な教室デザインの前提について尋ねると、彼らはかなり批判的です。
彼らのうちの一人、デンマーク人のハンス・ヘンリク・ヌープ教授は、私がデンマーク大学で勉強
を始めた時にたまたま私の指導教員だった人でもあるのですが、我々の学校制度には、君たち
は基本前提と言うかもしれないが、少なくとも2つの問題点があると述べました。それが彼の言う
とおり、脳の集中的な研究により、今日、間違っていると証明できるのです。
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伝統的な教室デザインに表わされている問題的な前提の1つは、人間はみな似ていて同じ方
法で学ぶということです。同教授は、学習プロセスについての今日の知識は非常に深いものだ
と述べていますが、彼の言うとおり、人間の脳はそれぞれ特異性があるか、または伝達回路が
異なることは非常に明白な事実です。ですから、我々が一般的に教室や学校制度をデザイン
するときに、この特異性が示され支持されるとしたら、それは当然かつ最も望ましいことでもある
のだとその教授は主張します。それゆえ、生徒たちは個々の好みや学習スタイルに合うよう様々
な機会に触れなければならないのです。
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同教授によると、我々の学校制度における問題的な前提のもう1つは、人間は怠け者で学習を
嫌がるようだということです。そのように考えると、どの先生にとっても大きな仕事は自分の生徒を
管理し勉強し続けさせることだと言えます。しかし実際には、人間全体の進化により、人類は学
習・発展および新しい機会を得ること、そして生き残る能力によって動かされるものであるという
実証がされています。とすると、疑問として浮かぶのは、我々は人のやる気を引き出すようなシス
テムをデザインしてきたのか、それとも生徒の自然な関心や新しいことを学ぶ能力を殺すような
システムをデザインしてきたのか、ということです。新しいことを学ぶことは大切であり、人間に
とって楽しいことであるとさえ言えますが、学習プロセスが生徒に意義を感じ自分自身の世界と
の関連を見出す好機を与えることが極めて重要です。なぜならば、我々の生理的な機能はあら
かじめそのようにつくられているからであると同教授は言います。

それゆえレーネと私は、現行の教育制度において生徒たちがなぜ授業に没頭できずに上手く
やれないかということに焦点を当てるのではなく、それぞれの学校が生徒たちに意義と関係性
の創出という意味でどれくらい成功を感じられるか、ということを考えるよう促そうとしているので
す。
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教授でもあるもう一人の専門家は、アメリカ人のジョン・メディナ博士です。
彼は、教室ほど脳に悪い環境はないと述べています。メディナ博士には、心が情報に対してど

のように反応し情報を体系化するかについて長年強い関心があり、どのようにして我々が最もよ
く学べるかについて興味深い内容を明らかにしました。

人間の脳のデザインは新しいものではありません。脳のデザインは、石器時代以降新しい能
力を何ら変えてもいませんし成長させてもいません。それゆえ、我々は不安定な屋外環境にお
ける問題点を解決するようデザインされた1つの脳を未だに持っているとメディナ博士は説明し
ます。

屋外環境における問題点を解決すること、伝統的な教室ではその多くは存在しないのです。
彼はまた、動くこと、歩くこと、飛び跳ねること、あらゆる身体的運動が、実は脳の力を高めている
ということを強調します。なぜでしょう？一日中教室内やオフィス内で着席したままの多くの授
業・勉強を構築するやり方は、実は効果的でも賢明でもないのです。

Ｌ：
私が本当に共に楽しく仕事をし訪問している学校の1つに皆さんをお招きしたいと思います。

スライドの中にあった学校のうちの1つ、ヘレルプ校です。
《映像1》

時折、インターネットで急速に広まる１つの現象があります。アイスバケツ・チャレンジというもの
がありました。皆さんも聞いたことがあるはずです。この学校の生徒たちが行ったのは「マネキ
ン・チャレンジ」といって、皆が動きを止めてそれを一つ一つ映していくものです。

この映像は、ここで何が進行しているか、どれくらい多様な活動か、生徒は誰と一緒に学んで
いるのか、ということを皆さんに教えてくれます。子供たちの集団に対して一人の先生が読み聞
かせ、子供たちがより小さな集団の中だけで勉強しており、誰かが台所に没頭しているのが皆さ
んには見えますし、もっと多くの種類の講義スタイル、階段室も先に見ていただきました。また、
子供たちがかなりの程度で自己管理できる状態で自由に動き回っていて、大人が彼らに対応
でき、より小さな集団で子供たちを手助けしているのがわかると思います。

彼らは活き活きとしていて、元気だと私は皆さんに断言できます。彼らのロッカーが見えますが、
彼らは自己管理をし、一日中自らを導き、必要とするものを選び、また上手く勉強できる空間、
集中できる空間、仲間と共同作業ができる空間を見つけに行きます。これはこの学校の唯一の
教室スタイルで、各クラスには区切られた空間があり、子供たちはそこで5分から10分ほどの短
いプレゼンテーションを行うことができ、また、勉強に取り掛かることもできます。

後ほど他の学習環境についてもお見せするつもりですが、この映像は皆さんに、私たちがお
話しするものがどのようなものか紹介するものでした。
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Ｐ：
ヘレルプ小学校の動画で示した通り、学校は視点を変えつつあります。これからお見せするも

のは、デンマーク、ヨーロッパ、そしてアメリカで行われている教育と学習への新しいアプローチ
に関するガイドライン、キーポイントとなるものです。なぜ、私たちや他の多くの重要な専門家が、
世界が変わる必要性、学校と教育について考え方を抜本的に変える必要性を感じているかを
説明したいと思います。なぜ、教えることについてはあまり語らず、学習について多く語るのか、
ということについてアプローチしたいと思います。

- 58 -



それに答えるためには、学校の本当の目的は何かについて調べる必要があります。答えは多
くあります。デンマークに学校が初めて設立された200年から250年前、単に、宗教的で規律的
な視点しかありませんでした。王室と教会は、民衆がキリスト教の規則に従って行動するように、
民衆を教育したいと思っていました。現代は、学校と教育の目的は、多くの場合、成功のための
手段とみなされます。
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イギリス人のケン・ロビンソン卿を知っているでしょうか。彼は教育アドバイザーで、現在の教育
は、個人にとって複雑な役割を担っていると説明しています。学校に行って教育を受けることは、
少なくとも4つの目的を果たすと、彼は言います。1つは個人的な目的で、各生徒は自分独自の
能力を発見し、それに気づいて、生まれながらに持っている好奇心と独創性を維持しなければ
なりません。それは文化的な視点も担います。各生徒は、文化的な知識を身に付け、地域社会
で支配的な伝統や価値観について学びます。そして、彼は経済的な視点についても話してい
ます。各生徒は経済的な自立を達成し、経済と国に貢献する能力も身に付けなければなりませ
ん。そして、最後に彼は、特定の目的すなわち社会的な目的を指摘しています。各生徒は、他
人と地域社会に参加し、相互に交流することができるようにならなければなりません。
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子供たちがどんな世界で育っているのかを考えるとき、それは学校の開発と教育に取り組む
際に本当に重要なことですが、世界の動き、最新の研究、最新の情報源、将来の傾向といった
ものを注視することが不可欠です。学校の目的はこれによって異なります。なぜなら、生徒が成
功するため、また、もしかしたら世界が現在経験している多くの深刻な危機を乗り越えて生き残
るために、私たちは生徒に現在の世界と未来の世界に向けて準備をさせる必要があるからです。
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子供たちと生徒が育つ世界を特定するいくつかの重要ポイントについて話しましょう。グローバ
ル化、すなわち世界中の経済、産業、マーケット、文化、政策決定の統合、そして人類史上もっ
とも速く変化する世界に対処しなければなりません。それは、個人と国の経済的地位が教育の
レベルに大きく依存する世界です。実は、世界経済フォーラムは、人工知能、ロボット工学、ナノ
テクノロジーが人間の労働者の必要性に取って代わるため、2020年までに500万の仕事が失わ
れるだろうと予測しています。しかしそれと同時に、新しい仕事も創出され、コンピューティング、
数学、建築およびエンジニアリングなどの高度に専門化した分野とは別に、人々と関わったり、
知識を共有したり、交渉したり、協力したりする能力は、新しい経済のための近代的なスキルとな
るように思われます。
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なぜ学校、そしてすべての教育プログラムが視点を変え、自己改革しなければならないのか
議論するとき、いわゆる知識爆発、バーニングプラットフォームに対処しなければなりません。未
来志向の人たちの予測では、いわゆる現代の若者の「Z」世代が行うであろう仕事の最大65%が
まだ存在さえしておらず、人々が現在行って報酬を得ている活動の最大45%が、現代のテクノロ
ジーを使って自動化できるということです。

デンマーク工科大学の学長は、今、学生時代に学ばれるスキルはたった5年で時代遅れにな
るだろうと説明します。技術開発は、あまりにも猛烈なペースで行われているため、大学の存在
でさえも、オンラインプラットフォームに代わられる危機にあります。オンラインプラットフォームの
方が、学生がキャリア開発において、より自律性を持っているからです。したがって、私たちは、
生徒たちの教育方法への焦点を変えなければなりません。
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生徒が習得すべき新しいスキル、いわゆる第4次産業革命、または単に、21世紀の生活を詳し
く見ると、未来志向の人たちやハーバード大学の教育学教授も同意しているように思われました。
私たちが通常就学前の教室で開発しているようなスキルの一部が高く評価されることになると
知って、驚くかもしれません。共感、共有、協力、交渉などのソフトスキルが重要となるでしょう。

なぜなら、現代の職場は、人々が異なる役割とプロジェクトの間で移動することを要求するから
です。その他の価値のあるスキルは、探求、イノベーション、設計解の能力です。それは、新しく
独創的なアイデアの要素に基づくものです。分析、反映、批判的思考の高い能力が必要不可
欠となるでしょう。なぜなら、新しいことを学ぶことは、「Z」世代のワークライフ全体のための条件
と思われるからです。私たちはそれを4つのCで表します。Creativity（独創性）、Collaboration
（協力）、Critical-thinking（批判的思考）、Communication（コミュニケーション）の４つです。
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私たちがここで提案しようとしていることは、周りの世界が変化し、しかもその変化が以前に経
験したことのないペースのために、学校の目的が変化しているという事実です。他のスキルが絶
滅するのと同じ速さで新しいスキルの需要が高くなると、すでに知っていることについては成功
は小さくなり、学習能力については大きくなります。

このとき求められるのは、新しい思考を持ち、新鮮な目で、いかに生徒たちをやる気にさせ、
発達させ、望ましい長期的な学習能力を定着させるかを考えることです。学習能力、すなわち人
間の学習プロセスを駆り立てるものは、ご存知の通り、重要な知識です。したがって、レーネさん
と私は、教育の実践と学習空間の両方をデザインするときに、いつも最新の研究を使わなけれ
ばなりません。
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私たちはよく、学習の性質を調べます。私たちが得た知見としては、速くそしてうまく学習でき
るのは、学習活動が個人によって、楽しい感情を作り出しているとき、意味のある活動として知
覚されるとき、そしてその活動がその世界に入り込める機会を与えてくれるときです。

さらに、脳の研究によると、教科と事実が現実的な日常のイメージと結びついて、実世界と統
合しているときにもっとも効果的に学びます。学習プロセスの中で、活動的で実験をしているとき
や、動いたり運動したりする機会があるときにもっとも効果的に学びます。なぜなら、学習は頭だ
けでなく体でも行われているからです。最後に、明らかにそれぞれの脳は独自性があり、そのこ
とは、学習方法がたくさんあり、個人の視点を常に考慮しなければならないことを示しています。
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これは、学習において何が本当に機能するか、現在わかっている他の根拠を簡潔にまとめた
ものです。真実・事実・知識ではなく、学び方を学習することは継続していき、そして、現在のす
べての教育の目的は、すでにお話しした学習能力となるでしょう。明確なルールと目標、すなわ
ち何を学ぶことを目指しているのか、そしてどのようにそれにアプローチするのかは、生徒と一
緒に共有されなければならない考察です。意欲的にさせ、集中させ、主体的にさせるために、
常に達成よりも進歩を優先させ、生徒にテストや、ほとんど絶滅しつつある産業社会のためでは
なく、人生の準備をさせなければなりません。生徒は、成し遂げた進歩を評価し、認めてくれる
学習プロセスから恩恵を受けられることが分かっています。

だから、これはすべての教育の一部である必要があるのです。前回の達成と今回の結果を比
較することは、本当に適切で、刺激的です。したがって、新しいことを学ぶことは、いつも実現可
能でなければなりませんが、簡単すぎてもいけませんし、難しすぎてもいけません。また、非常
に重要で著名な研究から、信頼できるポジティブな方法で生徒と関わることができる対人スキル
を持つ大人は、生徒たちの能力を高め、学校のカリキュラムで提示された目標を達成できるよう
にさせることも分かっています。
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要約すると、どんな生徒も、集中できる意味のある環境やポジティブな雰囲気の中で学習する
ことから恩恵が得られます。そして、生徒は、貴重な方法で役に立てると感じたとき、また、とても
重要なことですが、自分が特別であり集団に対してつながっていると感じたときにより多くのこと
をより良く学びます。それらは、21世紀に成功する生徒を養成する学校と学習空間の改革に組
み入れなければならない事実です。効果的な教室のデザインがどのようなものかを説明するた
めには、必ず、人間の機能を最適化する方法に関する非常に基本的な知識について、これら
の心理的な考慮がなくてはなりません。
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どうしたら私たちはデンマークやその他の世界の学校でこれらの改革を観察できるでしょうか。
教育を改革し、別の世紀へと推し進めようとするとき、何が課題になるでしょうか。また、現在私
たちが最も関心を持っているところですが、どうすれば学校を魅力的な学習の場にすることがで
きるでしょうか。
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今まで見てきた事実によると、どの改革が適切かについて実用的な見方をすると、多くの学校
のカリキュラム、構造的な枠組み、教育方法が変化し、近年はかなり劇的に変化していることは
当然なことです。学校で見て取れるのは、受け身的な受講者から、積極的に取り組み、さまざま
な方法で学問の問題に取り組むように促される生徒です。生徒を知識の消費者ではなく、知識
の作り手として確立させる変化が起きています。つまり、再現・複製が減り、創造・イノベーション
が増えているということです。

授業では、生徒は立ち上ったり、話したり、グループで話し合ったりして、自分の学習プロセス
を調整したり変更したりする必要がある場合にのみ、教師に相談します。授業では、先生はす
べての生徒に同じ方法でプレゼンテーションを行おうとはしません。クラス全体に向けた講義は
少なく、授業で行った作業についての個人またはグループのフィードバックの評価に、より多く
の時間が費やされます。
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また、教室では新しい活動や技術もたくさん見られます。生徒は、教師が読んで添削するため
の宿題や提出物に取り組むのではなく、多くの場合、発表やオンライン作業によって自分の考
えや発表の一部をテストするように言われます。これはもちろん、生徒に教室全体、学校全体、
国を超えてさえも勉強できる唯一の可能性を与えます。この活動は、学習プロセスを刺激し、積
極的に関与させます。
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教育の構造的、組織的枠組みについて、多くの学校が従来的な固定された時間割、すなわ
ち午前8時から9時まで毎朝文法の授業があることを示す1年にわたる時間割から、現時点で取
り組んでいる学課の内容に合わせて計画された、異なる1週間のスケジュールに変更しようとし
ています。生徒は、自分のコースとプロジェクトを選ぶことができるということ、そしてその選択に
より、クラスの全生徒が同じ時間割を持っているわけではないことが分かります。これは新しいで
すが、もし個々の生徒の進歩に合わせ、また自身の内容の作成や創造に積極的に参加する生
徒がいる場合には必要です。
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教育方法と構造の枠組みの両方において見られる大きな変化と共に、教育や学校に対する
21世紀のスキルのアプローチは、従来的なカリキュラムから分かるような数学、英語、美術などと
いった科目別のカリキュラムというよりも、プロジェクトベースの分野横断的なテーマに重きを置く
傾向があります。さらに、かつて単に理論重視の課題であったものが、現在は、生徒が実生活
の問題解決に取り組むように設計され、実生活と関連した課題となっています。

そして多くの場合、生徒は、実世界からフィードバックを得るために、学校の外にいる人々や
企業と連絡をとったり関わったりします。実生活のために課題を作り、学校または地域社会の幸
福度を高めることを目指すプロジェクトを開始、実施することは、生徒の社会的起業家精神とイ
マジネーションを発達させるための効果的な手段とみなされます。
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進められている改革内容を説明すると、従来的な教育では、生徒は必要なことを教えられ、架
空の問題によって知識を証明するよう試されますが、プロジェクトベースの学習では、生徒は実
世界から問題を与えられ、その解決に必要なものを見極めてそれを学び、新しいスキルを使っ
て問題を解決します。
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このかなり巨大と言える変化と、現代の意味のある教育制度の需要に関連して、効果的な教
室のデザインについて議論すべきであることは明らかです。ここで分かることは、かつてほぼす
べての教育および学習プロセスの枠組みであった1つの教室というスタイルは、多少なりとも廃
止されつつあるということです。指導のためだけにデザインされる空間は、それよりもずっと多様
で独創的なデザインに取って代わられています。屋内外の学習空間を見つけて、さまざまな学
習スタイルと個別のニーズを達成しようとします。教室はもはや教室ではなく、協働、集中、そし
て主体性のためのスペースです。
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また、教師のチームのための部屋は現代的な学校にはよく見られます。ほとんどの教師は、一
緒に指導の準備をします。なぜなら、科目別に分かれた学校をやめ、プロジェクトベースの学習
環境へと改革することを目指すとき、教師が協働して施設を計画する必要があるからです。私た
ちが視察した革新的な学校の多くで、かつて「私の担当クラス」と「私の担当生徒」だったものが、
今では、教師のグループ全体がクラスに対して持つ共同責任へと向かっています。
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Ｐ：
デンマークで私たちが共有し、また世界中の多くの学校と多くの教育制度と共有している多く

の課題は、画一的なやり方がもはや通用しない、またはもしかしたら一度も通用しなかったと思
われることです。生徒の意欲や積極的な参加が憂慮すべきほど欠落しているのが見られます。
そして、生徒に話しかけると、生徒は学校や学習と関わることができていないと言います。そのた
め、各生徒の情熱や才能が学校とはまったく無関係になることがあり、それは、これからの世界
を考慮すると、おそらく、もはや良い考えではないでしょう。学習の仕方、脳の働き方についての
研究結果をとてもよく活用できそうな学校もよく見かけます。多くの課題はありますが、学校をど
のように変えられるかという点では、たくさんの可能性でもあります。
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デンマークで多くの学校が試みていることは、各生徒にとって本当に意味のある学校を作るこ
とです。

私たちは世界中でそのような取組が行われているのを見てきました。生徒が思い思いのプロ
ジェクトに取り組む「情熱の時間」あるいは「情熱の金曜日」のようなものについての研究もありま
す。生徒による試作品の制作、生徒による起業というのもあります。学校がその重要性を認識し、
21世紀に必要な能力に焦点を当てているのが分かります。そして、生徒がどのように自己管理
し、日常の中で発言することができるか、ということに関する学習を学校がデザインしているケー
スも見られます。

デンマークの大人の作業環境に関するある研究によれば、もっともストレスを感じる状況の一
つは、自分の作業を自分でコントロールできない場合であることが分かっています。そしてそれ
は、実は多くの生徒にとっても同じ状況なのです。そして、生徒は自分の作業を自ら止めること
ができない立場にあります。彼らは生徒であり、学校に通わなければなりません。だからそれを
確実に見てあげる必要があるのです。

私たちが取り組もうとしていることは、学校をパーソナル化し、学習をパーソナル化することで
す。そして、伊藤先生がおっしゃったのですが、デンマークでは、生徒を見るときにとても個別的
に対応しています。私たちは「パーソナル化」という言葉をよく使います。なぜなら、共同体やグ
ループは本当に重要だと思いますが、個人が、グループの中で快適に感じられるような自分の
場所を見つけられることが重要であるとも思うからです。
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私たちが見ているものは、思考のシフトのようなものです。子供たちを1つの大きなグループ、1
つの大きなクラスとして扱う画一的なやり方から、生徒の視点、人間の視点から学校を見て学習
をデザインする方法へのシフトです。
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教育についてグローバルな視点で考えるとき、標準化と、試験による集権化という2つの主な
課題があり、多くの教員はこれに悪戦苦闘しています。これは、皆さんご存じかもしれませんが、
フィンランドの教授であるパシ・サールベルグ先生という方の研究から導き出したものです。サー
ルベルグ先生は世界中で、フィンランドが教育においてどのように成功しているかを伝えている
方です。またこの２つの課題に加えて、協働、独自性、信頼といった別の課題もあります。これら
について教師は専門家であり、機能的な学習環境を作るよう、信頼の下に任されています。
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研究によると、失敗もしくは苦戦している学校制度は、試験とコントロールの多い学校制度で
す。その一方で、信頼に基づく学校制度は、ずっと良い成果を出しているように思われます。そ
れは喜ばしいことです。
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それはもちろん、デンマークにおいて国家として試みていることでもあります。たしかに、試験
やコントロールのようなものがあることは避けられませんが、信頼に焦点を当てたいと本当に望
んでいます。ほんの数年前、デンマーク政府が学校の新しい改革を可決しました。デンマーク
の学校の多くの写真をお見せする前に、デンマークの学校が取り組み、目指す必要のあること
を知ることが重要です。

まず、学校でのエクササイズ、運動が非常に重要になっています。学校は学習と同じように、
運動についても計画を立てる必要があり、少なくとも1日に45分必要です。毎日である必要はあ
りませんが、1週間に1日は運動を多く取り入れるなどはできると思います。体育だけではありま
せん。数学を学ぶときにも体を動かしたり、外出していわゆる実世界を見て物事を探求したりす
ることも大切です。こう言った活動は脳により多くの酸素を供給してくれることが分かっています。
それはとても効果的であり、集中力を高めてくれるものです。

もう一つ、学校改革でとても強調されることは、イノベーション、独創性、そして起業家精神で
す。デンマークは、たくさんの金塊が産出されるような、売れるものがたくさんある国ではありませ
ん。地下に石油もありません。私たちにあるのは人材です。そのため、レゴを思いついた人たち
は、そのアイデアを世界に売ることができたのです。私たちは基本的にアイデアと知識、例えば、
製薬会社などのようなもの、そういったものを拠りどころとしています。そのため、子供たちがイノ
ベーター、広い意味での起業家になる学習環境をつくることが私たちにとって極めて重要なの
です。

そのような意味で、私たちは子供たちを解放し、自分のやり方を見つけさせ、子供たちの考え
を支援し、他人との協働を支援する必要があります。多様な時間割にすることは政府からも求め
られています。本当に退屈でただ1週間に40時間か30時間または何時間であろうと、座っている
だけというわけにはいきません。運動を組み込み、校外学習などにより、多様にすることができま
す。学校にとって面白く、様々な要素を含む時間割を作ることは本当に重要な問題です。そう
いった時間割の下では、学習がパーソナル化しています。教師がこれほど大きな責任を持つ時
代は今までなかったように思います。それは授業で教えたことだけではなく、何を各生徒が学ん
だのか、その学びの進捗を最良の方法で支援したのかということです。

重要な最後の要素は、開かれた学校です。それは実生活の課題への取組、持っている知識
を実際のコンテクストに応用する、ということです。これは、デンマークの学校をデザインする際、
またそれがどのように変化していくかを考えるとき、心に留めておくことが重要です。そしてそれ
は、学校の学習だけの問題ではなく、「よく生きる」ということでもあります。
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学校のデザインを見てみましょう。
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数年前、学校を見て回った時には、私たちは普通教室と教科教室を調べました。学習が行わ
れる場所だからです。学校の残りの部分は、ある教室から次の教室へ移動したりするときのみ使
われるものでした。
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しかし現在は、学校の隅から隅まで、できる限り学習のために使われています。廊下は、学習
環境に統合されています。共有空間は休憩のためだけでなく、グループワークや協働、プレゼ
ンテーションなどのためのものです。校庭はもはやただの校庭ではなく、学習のための場所でも
あります。そのため、実際に、新しいデンマークの学校を視察に行き、屋外環境を見た場合は、
従来的な教室では設置されない一種の屋外学習環境の始まりが見えるでしょう。
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この写真、少し嘘がありますが、実はデンマークの学校ではありません。ニュージーランドの友
人の写真です。この学校のデザインは、間仕切りのない学校が盛んに議論されていた70年代と
はまったく異なっていることを示すイメージです。現在、私たちは情報通信技術があり、それに
よって学習をどこでも、いつでも、誰とでもできます。私たちはもはや、生徒を教室の中で同じ人
間のグループでずっと一緒に学習させる必要はなくなりました。私たちは差別化させることがで
き、多くのより柔軟な方法で企画することができます。
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ここでは、後にこの教室のプランをお見せします。ここは教室で、実際には2つの教室が合わ
さっています。そして、見えているのは、多くの非常に多様で、非常にアットホームで、生徒に
とって魅力的な小さな空間です。そして、生徒はここでも、取り組んでいる目的に合わせて、自
由に動き回ることができます。
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学習とは、非常に社会的な性質を持っているように思います。実際、教室は縮小傾向にあり、
共有のソーシャルな空間が拡大している傾向があります。この学習のハブとなるスペースでは、
生徒が協働したり、集中する最良の方法を見つけたり、楽しい時間を過ごすことができます。生
徒が学校を楽しむことが一番なのでこのような空間を設けています。
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これは、教室と廊下のある学校の例です。学校の隅から隅までを使い、学習空間に変えてい
ます。以前、このエリアは、掃除する以外何にも使われておらず、学校の中でもっとも静かな場
所です。教師が生徒といる教室がありますが、ここに出てくると、いつもそこはほとんど誰もいま
せん。邪魔されることなく勉強するための良い環境を見つけることができます。そこは、集中する
ために設置された本当にシンプルな空間です。そこで座ったり、リラックスしたり、集中したり、読
書をしたりすることができます。

もう一つ興味深いのは、カーペットです。3枚～4枚のカーペットを生徒に降ろさせ、作業をす
るのに良い場所だと誘いかけます。すると、驚いたことに、生徒たちは壁や床のさまざまな場所
に移動するのがわかります。生徒はカーペットを階段へ持っていき、テーブルの下やテーブル
の上に敷きます。ときにはカーペットを敷かないことさえあります。誰の邪魔にもならない限り、特
にルールを設ける必要もないため、生徒は自分にとって良い学習スペースを見極めることがで
きるのです。
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デンマークの学校のデザインにおいて、現在もっとも魅力的で、子供たちが一番好きなものは、
大人から隠れ、友達と一緒に座ったり、読書したり、集中したりして、心の平和が得られるトンネ
ルや隠れ場所です。生徒は学校で何時間もいると、ときにとても騒がしくなることがあります。たく
さんの子供たちがいて、対立も起こることがあり、毎日、同じように全員と良い友達でいられない
かもしれません。そして、学校の中に、引きこもったり、自分が快適で安全と感じられる閉鎖的な
空間があることが重要です。これは、読書トンネルで、読書をしたり友達と一緒に過ごしたりしま
す。隙間やトンネルや隠れ場所は、新しいデンマークの学校のデザインで増えています。
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これは、廊下が転用され、グループワークなどのために活用される例です。これは、水のない
ジャクジーのようなもので、そこに隠れたり、グループで座ったり、横になったり、本を読んだりす
ることができます。カーペットを壁から降ろして、快適な場所を見つけることができます。

または、以前に建てられた学校の多くには高い位置に窓があります。これは日本にもあるかど
うかわかりませんが、デンマークでは以前ありました。それは、以前にお見せしたヒューマンス
ケールのデザインの学校です。窓がとても高い位置にあるのは、子供たちが窓の外を見て、外
で何が起こっているかが気になり集中できなくなるといけないからです。そのため、窓は高い場
所にありました。しかし現在は、私たちは生徒に世界を見せたいと思っています。そして、生徒
がときどき少し眠りに落ちて、また戻ってきて、集中する、というようなことを気にしたりはしません。
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これは別の読書チューブのもう一つの例です。その名前は何でも良く、それが別に名前を持
たなくても良いと思いますが、それは廊下の空間を非常に実用的に使っていて、子供たちの間
で非常に人気があります。
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もう一つの重要な点は、子供たちは学校の中で動く必要があり、私たちもそうさせる必要があ
る、つまり、物理的な環境について考える必要があるということです。これは、最近の校舎ですが、
8月に開校しました。これはメインの階段です。この階段はそれほど大きくありませんが、巨大な
クライミングの壁があります。大人が使っているのはあまり見たことがありませんし、私も挑戦しま
せんでしたが、子供たちは大好きです。学校は、ある意味で遊び場になり、それは子供たちに
とってとても魅力的な場所です。
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また、これは同じ学校の写真で、ランと呼ばれる廊下です。ここでは、クラスの友達と競争でき
るので、皆たくさん動きたくなり、体を使って活動的になります。
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もう一つの重要な点は、学習を促し、定着させるために、床や壁の空間を多く使い始めたとい
うことです。毎日それを見ることによって、経験的に重要な知識を学ぶことができます。これは少
し変わった部屋ですが、色がどのように相互作用するのか、物理的な経験から学びを得ることが
できます。そのため、クラス全員と一緒にそこに立ち、話し合い、動き回り、質問をして、それらが
どのように互いに関係しているのかを考えることができます。

- 95 -



数字の場合もあります。それは掛け算の学習かもしれません。床の空間や壁の空間を使って
いるのを見る機会がデンマークの学校では増えています。そこでは、学ぶ必要があると分かって
いるもの、すなわち長く続く知識が表面にはめ込まれています。
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この写真は、ヘレルプ小学校の職員室です。私はそこを担当していました。学校をもっと心地
の良い環境にしたいという多くの願いがありますが、それは子供たちのためだけではなく、大人
のことも考える必要があります。なぜなら、私たちが子供たちの学習について当てはまると考え
ていることは、大人の学習にも非常によく当てはまるからです。子供達に望む思考や学びをどの
ように反映させるかということと同様に、教職員に望むことをどのように反映させるか。ここでの考
えは、教職員に、仕事中は教職員も快適であるべきだと示すことでした。それによってアイデア
を広げることができるかもしれません。普通ではない方法を考えつくこともあるでしょう。それが教
職員に望まれることであり、生徒の良いロールモデルになることが求められているのです。その
ため、私たちは、少し非伝統的で、新しい考えが浮かぶ、教職員のための環境も作りたいと思い
ました。
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この例は、私たちが携わったもう一つの教室事例で、ソーシャルワーカーと教育者のための教
育大学です。小さな子供たちと仕事をする人々がいるところです。ここでは、通常の教室をつく
る代わりに、非常に多様な教室を設計しました。違った方法で座って、話して、作業ができるたく
さんのこぢんまりした快適な環境です。壁には森のイメージを配置しています。自然は私たちに
影響を及ぼすからです。私たちはいつでも自然の中に行けるわけではありません。またすべて
の学校が外に出て森林や海や、ただ美しい自然の中に行ける環境にあるわけではありません。
そのため、ときに、私たちはそれを屋内に取り込みます。すべての壁に配置するのではなく、小
さな要素をあちこちに配置します。そこでは自然が実際に与えてくれる安らぎの感情感覚が得ら
れるのです。
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これは、すばらしい学校の例で、後でその学校の動画をご覧いただきます。これは、屋外環境
の一つです。暖炉を囲んで集まったり、木材を扱った作業をしたり、たくさんのことや実験を行っ
たり、体験をしたりできる場所を持ちたいという学校がたくさんあるのです。
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昨年、実は一つ、World Architecture Newsの投票により、世界最高の学校建築として受賞し
たものがあります。そのため、私は、その学校の写真も数枚持ってきました。学校建築の最新の
事例なので、非常に面白いです。
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屋内のすべての空間を使うだけではありません。学校の屋外全体、屋上もすべて使われてい
ます。遊び場からはるばる、ここへあそこへと歩くことができます。そして、一番上まで歩いていく
と、新しい遊び場が見つかります。それは、異なった年齢別グループのための異なった遊び場
です。繰り返しになりますが、建物の屋上でさえも、隅から隅まで学習のために利用されていま
す。
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デンマークの学校建築で言及すべき非常に重要なものは、階段です。このような階段は、ヘレ
ルプ小学校以降に建てられたすべての新しい学校で見られます。これは、私がお話しした世界
の賞を受賞した新しい学校です。階段はシアターとして、グループワークや協働の場所として、
子供たち駆け上がったり駆け下りたり、互いに競争したりできる場所として、そして、ただ学校の
中を動き回る動線としても使用されています。
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これは違う角度から見たものです。階段は非常に人気があります。私が学校に入っていつも興
味深く観察するのは、授業中でないときに子供たちが何をしているのか、大人が指示をしていな
いときに子供たちが何をしているのかということです。子供たちは椅子や机のところではなく、机
の上に座っていたり、部屋全体が見渡せるように、後ろの隅っこの方に座っていたりします。また、
できるだけ高いところに座ろうとしたりもします。階段のようなところでは、高いところに上り、そこ
からフィールド全体、景観全体、森全体を見ているように感じることができます。そういう環境を好
むのは、私たちの基本的な本能だと私は思います。
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デンマークでは、すべてのものが遊び心に富んでいて奇妙で多様なわけではありません。こ
れも、デンマークの教室です。教育大学ですから、追加的な教育の場です。60人〜80人ほどの
ための空間となっています。このようにたくさんの従来的な教室もあるのです。たくさんの人々を
同時に教えるという意味では効率的ですが、あまり効果的とは言えません。ある人から知識を得
て、別の人に話して、自分のものとして体得するという点からすれば、それほど機能していない
のです。知識を体得するためには、自ら能動的に取り組み、探求し、組み合わせる必要がありま
す。私たちは、イノベーター、コラボレーターとなる人間を育てる必要があり、そうするほかないと
申し上げました。それが我々の責務なのです。しかし、それでも、こういったタイプの教室や空間
はたくさんあります。
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それとは対照的な例ですが、これは9年生のための教室です。この子供たちは14才か15才くら
いです。この学校は、最近、従来の教室からこのようなものへと変化しました。ご覧の通り、空間
の中に小さな空間があったりします。キーワードとなっている、スペースの中のスペースです。こ
こに階段がありますが、建物や建築の一部ではありません。今、それは家具となり、どのような種
類の教室にも簡単に設置できます。ここでは、指導のために使われていますが、短い指導です。
ここに生徒をとどまらせて、45分間も座らせておくのは無理です。5分か10分でしょう。それはクラ
スのディスカッションの場合もありますし、生徒の小さなグループを選んで、その他の生徒は他
の場所で作業をしているかもしれません。ソフトな環境とハードな座席エリアが組み合わさって
いますが、教師がレクチャーを行うボードもあります。それは、生徒も同じくらい、プロジェクトの
発表などで使うものかもしれません。

この事例において重要な示唆は、何か作業をするときの最良の方法は、立ち上がって動き回
り、さまざまな人々と協働し、さまざまなことやスキルを実践することによって、多様性を保ち、変
化を生み、脳が１日中生き生きとした状態を保つことであるというです。
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いくつかの比較的新しい学校と、2つの古い学校の2、3の例を見ていきます。
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この学校は昨年、デンマークの年間投票で選ばれた最高の学校でしたが、私が見てきた他の
学校とは本当に異なっています。ここはデンマークの学校建築の中でも間違いなく革新的です。

この学校では、子供たちが運動したり動いたりできる場所がたくさんあります。体育館の話をし
ているのではありません。写真にあるような場所について話しているのです。廊下に沿って歩く
と、ぶら下がれるロープや登ることができる場所があります。掛け算の練習をしながら、片足で
ジャンプをすることができるものが床にあります。これらの新しい工夫から、分かることがあります。
私たちは現在、いくつかの学校の案件に取り組んでいますが、この学校が多大な影響を持ち、
他の学校にもインスピレーションを与えているのが分かります。なぜなら、現在多くの学校が、動
き回ることのできる場所をたくさん作りたいと考えているからです。読書トンネルのような、大人か
ら隠れられる場所を私たちはたくさん設置しようと考えています。そのような、教室をはるかに超
える多様な学習環境を見ていきましょう。
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この写真は、ウァスタッド・ギムナジウムという高校です。この高校はよく、世界でもっとも進歩的
な学校の一つと言われます。それが本当かどうかわかりませんが、間違いなく、多くの人々にイ
ンスピレーションを与えた学校で、毎年たくさんの訪問者がいます。

この学校は、オープンな学習空間と教室を組み合わせていますが、すべての学級に教室があ
るのではありません。授業は、教室で始めるか、オープンな学習空間で始めるよう予約すること
もできます。生徒用の場所もあり、そこで生徒たちはクッション性のチェアにもたれかかって横に
なったり、読書をしたりして、クラスメートとやり取りすることができます。また、ここでは見えないの
ですが、グループ用のテーブルがあちこちにあります。

このような学校の教師の役割は、従来的な学校の教師の役割とはまったく異なります。先ほど
の講演でも、日本におけるオープンプランの学校のお話の中で言及がありました。「話してはい
けません」「立ってはいけません」・・・と言うとどう感じましたか？そう、「Organize」する（うまくまと
める・手助けする）ことです。子供たちがうまくまとまるよう手助けするのです。子供たちのために
やってあげるのではなく、彼らの学習を準備してあげるのです。彼らが自身の学習のリーダーに
なれるように手助けすることで、さりげなく彼らのリーダーとなるのです。
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ここでは、ちょっとしたレクチャーや発表を行うことができます。
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これはこの学校の非常に象徴的な階段で、私はときにこれらの美しい写真から、学校がメッ
セージを発していると感じます。これはメディアと情報通信技術に大きな焦点を当てた学校で、
テレビスタジオや、若者の独創性のようなものを促すたくさんのしかけもあります。
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Scapa Schoolも、私が見る価値があると思うスウェーデンの学校です。この写真を先ほどもお見
せしましたが、それはこのイベントのチラシなどにも使われているものだと思います。
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これはシンプルなレイアウトです。どのように学習空間が構成されているかが分かります。

非常にシンプルなんですが、元は２つの教室だったんですが、壁を取り壊して大きくしました。
そして、動かせる家具を置き、グループテーブルがあり、白板がここにあります。ここでレク
チャーもできる。そして反対側の方でもレクチャーをすることができます。頭を使って上手に構成
されています。カウチ、ソファーもありますし、テーブルもあります。創造的な活動をしたければこ
うしたものを使います。

この学校は100％でデジタル化されています。これらによって、生徒たちは自分たちの学習を自
分でリードします。自分のiPadを使って課題を選びます。

例えばスウェーデン語をいま自分はやるとか、数学をやるとか、そういうことを選べるのです。
私もそのようにできたらしたいですね。私もプロジェクトを同時並行していますから、私自身もそ

のような学習の仕方が好きです。締め切りによってこちらを優先させるとか、そうしたことを柔軟に
対応できるわけです。学生も同じようにできるのです。
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こちらのレクチャーを行うときのスペースは階段状になっており、２つの学級が１つの授業を聞
いています。あるいは、もっと小さいグループでの活動もできます。そして後ろの方には大きな
洞穴があり、寝そべっておしゃべりしたりということもできるわけです。

ここを１日視察しましたが、少年たちがiPadを持ってその洞穴に入っていき、非常に集中して
自分たちのプロジェクトを行っていました。iPadでそのプロジェクトを提出して、先生もiPadを通し
てコメント、フィードバックをしていました。実際に顔を合わせてはないんですが、学習は進んで
いました。
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これらは学校のさらなる画像です。ここでも、多様で、遊び心にあふれ、明るい色をしています。
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これは地方の学校で、非常に小規模なんですが、数年前に彼らから電話をもらいました。「レーネさ
ん、ちょっと問題があります。５年生が全員、仮設建物に座ってるんですが、これはもう、取り壊さなくて
はならない。学生の居場所がなくなってしまいます。もう古い校舎にはスペースがないので」と。それ
で私が行って見てみると、たくさん空間があること分かってくるのです。しかし自分たちにはもう、これ
が見えないのです。なぜかというと、教室はこういうふうに使うものだという先入観があるからです。で
すからいろんな空間を解放してあげると、空間はつくれるのです。

彼らは「さらに大きな問題があります。空間のせいで、私たちはやりたい学習が全くできません」と。
そこで私は言いました。「分かりました、それも見てみましょう」。彼らが言った3つ目の言葉は、こうでし
た。「でも、私たちには予算がありません」。「それでは、あるもので何ができるか見てみましょう」と。

実際にやってみると、学習文化を完全に変えることに成功しました。お金はほとんどかかりませんで
した。それは、市が学校に投資するかどうかの問題ではなく、マインドセットの問題なのです。変えた
いという気持ち、そして自分が正しいと信じていることを実践したいという勇気があるかどうかなのです。

これから少し7分～8分の短い動画を観ていただきます。
《映像2》

この学校は、イケアでショッピングして家具を取りそろえて、非常に低予算でできた学校です。
私はデンマーク中の学校、世界中の学校で仕事をしていますが、こうした取組が先生にも共感を呼

びます。今日の学校で、何が必要なのか、先生に理解してもらえるわけです。それまでは、従来型の
学校で居心地の悪い学生たちがたくさんおり、それをどう打開するかという問題があったわけです。先
生方のエネルギーがこうした学生に注がれて、ほかの学生に力が及ばなかった。こうした従来型の教
育空間では、そうした子供たちを排斥せず、一緒にすることは非常に難しかっただろうと推測します。
こうした課題をなくすには、全ての子供たちに選択肢を与えるのです。例えばこちらのステーションに
行って違うことをしたいとか、隣にいる人と一緒に座りたくないとか、そういったことがあるわけですね。
そうした葛藤あるわけです。こうしたことを考慮に入れて対応することが大事です。

映像でも子供たちが話していました。先生が静かだと言っていました。面白いコメントですよね。先
生は普通、生徒に静かにしてほしいと言いますが、子供から見ると、大人の方がうるさいわけです。先
生に自然な学習の流れを邪魔されるわけですから。

もう１人の子供の男の子が言ったのは、「前は小さい机に座って、隣の人がものすごく近くにいまし
た。少し腕を動かすと隣の人に当たってしまう」と。そういうことがあると、気になって勉強に集中できな
い。ところが今は自由に動き回って、ほかの人に邪魔されないで、腕も当たらずに動かせる。そうした
コメントが本当に面白いなと思いました。子供が実際に何をしているのか、何を言っているのか、そう
いうのを聞くと、いろいろなことが学べます。
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これは非常に大事なモデルです。学校の空間デザインをする場合、この３つの要素が大事になり
ます。

まず、先生と生徒たちが共に学習空間を創出するということが大事です。黒いソファーがいいのか、
赤いいすがいいのか、そういう問題ではなくて、あなたが学習というものについてどういう価値を見出
しているのか、どういうビジョンを持っているのか、そして自分の受け持つ学生が何を学ばなければ
いけないのか、将来に向かって何が必要なのか、どんな教育が必要なのか、どんな訓練が必要な
のか。こうしたことが中心になり、これこそが建築をリードすべき概念だと思います。

それがきちんと確立されると、教職員もそれに共感して、その次に教育法が考えられるわけです。
プロジェクトベースの学習なのか、どんなものが見えてほしいのか。そうしたものを徹底的に検討す
るわけです。そして次に、誰が誰といつ活動するのか、ということが大事です。これが、デンマークで
は１人の先生に対して11人の学生が平均です。私がそれを言うと、「そんなわけない、われわれの学
校では25人います」と言われたりします。でも全部計算すると、平均的に１人に対して11人になるの
です。ですから自分の時間が誰と、いつ、どのように使われてるかということを本当に検討し、理解す
る必要があります。そうしたプロセスを経ると、学習空間をデザインするのが非常に容易になるんで
す。それがあなたのナラティブ、物語になるわけです。スクールのビジョンを反映した物語です。そ
れが学習のための道具になるわけです。

学習空間というのがどんなものであるかというイメージとしては、スイスのアーミーナイフのイメージ
なんです。スイスのアーミーナイフというのは、いろんな道具が１つのナイフから出てくるナイフです。
だから１つの手の中に10個の道具が入っています。教室の中にいろんな学習空間があるということ。
１つの空間から次の空間に容易に移れる。そこで主体的な活動ができる。そして彼らは、例えばある
活動については、こうしたサポートが必要だといったことを表現できる。こういう意味では、学習空間
というのは、建築家が外から来てつくるものではなくて、学校の教職員が意識して、教育理念の下に
教育を行うための空間と考える必要があるのです。ですから、学校と共同作業する場合には、こうし
た考えを浸透させて、先生たちにも分かってもらい、この空間が学習の一部である、学習道具の１つ
であるということを理解してもらいます。われわれは生まれながらにして学習を楽しむようにできてる
のですから、それを大事にして、学校がこれを学生に伝え、こうした学習を促進させる必要があると
思います。
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最後のスライドです。せっかくこの場に立っているので、もう一つの共有したいことがあります。

先日、私たちはデンマークのある学校の新しい教科エリアのデザインを終えました。それは芸術や
工芸、デザインのためのエリアで、共有スペースでもあります。私たちがデザインしたこの空間を訪問
してみたい、と思う方がいらっしゃいましたら、バーチェルリアリティによって、実際に学校の中を歩き
回ることができるのです。バーチャルリアリティのデバイズがここに2つありますが、2つでは足りません
ね。当社のウェブサイトにも同じものを載せています。当社の名前はAutensです。私はデンマーク出
身ですので、autens.dk/japanです。そこに、ノートパソコン上か、VRゴーグルをかけてバーチャルツ
アーができるリンクがあります。ぜひご覧いただき、私たちの次のプロジェクトを助けてくれるようなア
イデアや、学習空間のデザインを助けてくれるような考察を得ていただければと思います。ありがとう
ございました。
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アクティブな学習空間を目指して
－教室風景の昨日・今日・明日

講演/Speech

東洋大学 名誉教授
長澤 悟 氏
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ご紹介いただきました長澤でございます。

今、デンマークからのお２人、それから伊藤先生からデンマークの教育、教育空間の
考え方について大変興味深い話を聞かせていただきました。私の役割としましては３人
からご紹介のあったデンマークの学校について日本の学校とどう結び付けるか、どう着
陸させるかっていうことで、お話しさせていただきたいと思います。

テーマとして「アクティブな学習空間を目指して－教室風景の昨日・今日・明日」という
ことで、今日に至る日本の学校の変化とその経緯、これからの課題について考えるとこ
ろを、事例を基にお話しさせていただきたいと思います。私は建築計画、設計の専門家
、を専門として主に学校建築を対象として研究と実際の学校づくりに四十数年、関わっ
てきました。この間、日本の学校教育、学校建築が並行しながら共に大きな変化を遂げ
てきたわけで、その中で同時代的に関わってこられたことは、大変幸せな巡り合わせだ
ったと思います。この講演会の主題は「教室空間から教育を考える」ということですが、
私の博士論文の題目というのが、教育のオープン化に対応した学校建築計画に関する
研究ということで、標準設計の校舎でチームティーチングや弾力的な教育を展開する学
校、それから初期のオープンスペースを持った学校における、そのスペースを生かした
教育展開等を調べ、学校建築計画の在り方についてまとめたものです。それ以来、教
育として、その関わりについて考えてまいりました。
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実際の学校づくりでは学校関係者と議論を重ねながら計画を進めてきました。当初は
学校の先生方から何を話せばいいのか、本当に意見が生かされるかとよく聞かれました
。そこで話し合いを進めるとき、最初によく言っていたのが「建築は暴力である」というこ
とです。

教育関係者からよく聞くのは、教育は人なりという言葉ですが、画一的な校舎、閉鎖
的な教室空間を前提として、どう教えるかが主題とされ、施設についてはあまり関心を
持たれない様子が当時はあったと思います。しかし、ある教育方法を取りたい、教え方
を変えなければという思いのあるとき、それをできなくしたり、そういう発想そのものを押
しとどめたりする力、つまり暴力的な力というのを建築は持っている。それに気付く必要
があることを先生方に最初に申し上げておりました。一方、目的を持ってつくられた空間
は、学校の教育目標の達成を助け、スムーズにする力を持ち、新たな発想を生み出す
。そういうときに施設は行動を目標に向けて秩序立てる力を持っている、これをその次
に申し上げていたわけです。

施設あるいは教室空間は最大の教具といえる。ただし、簡単には手に入らないので、
考えないことにするというようにも見えます。改修を含めて施設について考える機会とい
うのは、教育、また学校と地域との関係について関係者みんなで考えるまたとない機会
となる。そこから、施設だけではなく教育、学校の変革の動きが生まれる。建物は土地
の上に立つわけですが、学校は観の上に立つ。子供観、教育観、学校観。そういう固
定観念から脱却したところに新しい学びの場が求められ、生み出される。その観を共有
する計画プロセスとして、みんなが参加する機会が大切だと思っています。そのもととな
るのは子供、教師、地域のそれぞれの夢が育つ学校づくりということです。喜び、Joyと
いう言葉が先ほどのスライドでも１つのキーワードとしてあったように思いますが、喜びを
伴う学校づくりを進めたいし、学校づくりは喜びを伴うものでなければならない。それが
また、その施設あるいは空間が完成したあとに、その場を生かして新たな教育を生み出
す原動力になっていくと思います。
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それでは、「昨日・今日・明日」の、「昨日」の話から始めたいと思います。

戦後の教室の風景は鉄筋コンクリート造校舎の標準設計。それがつくり上げてきたと
いってもいいと思います。ここで見ていただいているのは、そのスタートのモデルスクー
ルですけれども、これが戦後の膨大な学校建設を可能にしたわけであります。その一方
で学校建築の画一化を進めることになったともいえます。そういった学校が変化を始め
たのが1970年代に入ったころです。一斉授業の弊害として落ちこぼれとか、あるいは見
切り発車とか、そういう言葉が聞かれるようになり、中盤以降になると全国で学校が荒れ
るという現象が起こりました。子供からの、それまでの学校教育の在り方に対する反乱と
でも呼べるようなものだったと感じるところがあります。

- 122 -



これに対して、一斉授業一辺倒の教育を見直して、協力教授組織、チームティーチン
グ、21世紀教育の会などによるオープン教育、そういった１人１人を伸ばし、１人１人の
違いを大事にする教育実践が各地で見られるようになりました。

札幌市立丘珠小学校では、札幌市の中廊下型の標準設計が示されたのに対して、
先生方が自分たちの教育について学校として捉え直しました。閉鎖的な教室の並んだ
校舎ではなくて、もっと自由度の高い空間を欲しいと議論し、間仕切りをアコーディオン
ウォールに変える、あるいは１つの教室はカーペット敷きで、自由な姿勢で学習に取り
組めるようにする。そういった空間を自分たちの要望、自分たちの腕で実現して、この校
舎で弾力的な学習集団編成やオープン教育を実践し、全国で注目されました。

そのような動きを背景にして、学校施設計画も開かれた学校ということをキーワードに
して、教育面、施設面、両面で大きく変化を始めたわけであります。その際に、特に施
設面でも、教育面でも大きなインパクトを与えたのが、当時のアメリカのオープンスクー
ルでした。わが国の学校建築のオープン化、オープンスクールの講師となったのは
1972年にできた加藤学園初等部で、建築家の槇文彦氏の提案でオープンスクールを
日本で実現しました。それを直接の目標として建設されたもので、当時、学校公開があ
ると全国から2,000人近い人が集まりました。年間１万人ほどの見学者があったと聞いて
います。16ｍ角のオープンクラスルーム、それから中央の広いメディアセンター、カラフ
ルな空間。その中で自由に学習を進める子供たちの姿というのは、見学者にはとても刺
激的なものだったといえます。ただ、このように教室そのものを解体する計画は、日本で
は、その後現れませんでした。これが最初で最後といってもいいですね。
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教育、建築、共に変革を目指して動きだすと、その性格上、教育より施設が先んずる
ようになります。そのときの計画の方法として、クラスルームは従来どおり確保し、その上
で将来のフレキシビリティーを持たせるために教室にオープンスペースを組み合わせる
計画が提案されるようになります。その背景にはクラス集団を大切にする日本の１つの
教育文化、教育の伝統があるといえると思うわけです。

今、ご覧いただいているのは1974年にそういったオープンスペースを設けた最初の
例ですが、板橋区の旧稲荷台小学校、あるいは金沢小学校の例で、これは建築計画
の研究者の提案で、ある意味で先生方と十分議論を重ねないでつくられた学校といえ
ます。しかしその場合に、その中でスペースを生かしていろんな取り組みを始める学校
もあれば、そのスペースが生かされないままで評価が上がらない学校もありました。その
ような試行錯誤期があって変化は進んでいくわけです。
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その中で1970年代後半、教育・施設の両面にわたって学校の変革に大きな影響を与
えた学校が現れます。その代表的な１つがここにある愛知県の東浦町立緒川小学校で
す。外国の文献などを踏まえた設計者の提案によるもので、学年ごとのラーニングセン
ターと多目的ホールからなる自由度の高い学習空間の実現を目標とされました。国立
教育研究所におられた加藤幸次先生の指導、先生方集団の努力によって、オープンス
ペースを生かし、個性化・個別化を基本に据えたカリキュラムの構造が図られ、多様な
学習形態が展開されました。

- 125 -



最初は、ある時間にそこにつくられたコーナーを生かして活動するという段階であった
ものが、いろいろな教科あるいは教科を越えた総合的な学習の場面でオープンスペー
スが積極的に活用される状況となり、その中でより使いやすい形、よりフレキシブルな空
間づくりをしようということで、教室とオープンスペースの間にあった間仕切りを撤去し連
続的に生かすことで、さらに多様な学習が展開されるようになっていきます。
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もう１つ当時の例を挙げますと、これは富山県の福光町というところでつくられた中部
小学校という学校です。

４クラス分の学年ユニットをつくり、天井に２mグリッドでレールを張り巡らせて、２ｍ幅の
黒板、掲示板、あるいは窓付き、ドア付きの４種類の移動パネルを自由に動かして、そ
の学年、あるいはその先生が必要とする学習空間が生み出せるように計画されたもの
です。町の教育の考え方として、先生には立つな、しゃべるな、整えよ、これを合言葉に
教師による一方的な授業からの脱却が図られ、成果を上げました。こういった学校を先
頭にしながら10年ほどの間に全国各地にオープンスペースを設けた学校が生まれるよ
うになりました。
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そのような第１世代を受けて、今ご覧いただいているのは1984年に横浜市でできた本
町小学校です。長年取り組んでいた教育が、横浜市の標準設計によって自由度が少な
くなることが懸念され、先生方が自主的な勉強会を始めて、それまでの取組をベースに
説得力を持って市とやり取りをし、実現された学校です。
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横浜のような大きな市に対して、これは福島県の三春という小さな町の学校です。

一連の予定されている学校建設を教育改革の機会として捉えようと、教育庁の呼び掛
けにより教職員、保護者、地域住民を巻き込んだ学校づくりが行われ、その結果として
できた学校です。教室空間は確保しながら、オープンスペースがあったり、小さな空間
があったり、ウェットコーナーがあったり、外側にベランダがあったり、さらに中央に中庭
やホールがあったり、大・小、あるいは内部・外部、多様な空間を教室回りに用意して多
様な活動を展開できるように、という考えでつくられた学校でございます。
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これはほぼ同じ時期に、東京の目黒区でつくられた学校です。

建築学会に委託され、将来の教育の在り方と併せて１つのモデルスクールとして計画
された学校で、その中でそれぞれの学校の設置者、学校の先生方、研究者、設計者が
一丸となった学校づくりが進み始めたのがこのころです。

そういった動きを受けて1984年に当時の文部省は教育方法の多様化に対応すること
を目標として、教室に連続したオープンスペースを設ける場合には補助基準面積を加
算するという制度を設けました。これにより、オープンスペースを持つ学校の数は一気に
数を増やすことになります。これは、ある特定の部屋を付け足すということではなくて教
室との関係性を求めるものでしたから、本来の設計行為というものを必要とします。かつ
、教育改革と連動した学校施設づくりというのは、建築家一人だけではなくて、当然教
員、保護者の共通理解が必要で、そのためには単に建築を造るための実施設計だけ
ではなくて、その考え方をまとめ、その考え方を形にする基本設計の段階が重要という
認識が進み、その基本設計のための費用もこの時期に補助対象になります。これが１
つの節目となって学校建築は大きく変化を始める。また、その中で役者として建築家、
設計者が学校の設計に関わる、そういう土壌が生まれたわけであります。
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こちらは、そのような動きを受けて、どういう教育を目指すかということを議論しながら、
従来の標準的な校舎を改修をした例で、教育と施設を一体に考える空気がこのような
形の改修例を生み出しました。
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教育と施設の関係についてはいろいろなまとめ方がありますが、これまで申し上げて
きた初期の段階、それを受けた発展期、そこで目指されたものを整理をしたのがこの流
れ図です。

教育システムのオープン化ということと、学校施設のオープン化。近年、オープン化と
いうと教室の間仕切りをなくすことと捉えられている節があるようですが、オープン化とい
うのは教育、施設、その両面において従来の固定的、閉鎖的だったシステム、在り方を
開いて新しい教育を目指す、そういう考え方としてあらためて理解する必要があると思っ
ております。それでは、「昨日」に続いて「今日」の話に移りたいと思います。
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今まで最初期の考え方をお話ししましたが、それを踏まえ、さらにさまざまな実践を通
じて取り組まれてきた内容を、教育空間づくりの目標として整理してみたのがここに書い
た４つです。

新しい学校空間を生かして、様々な教育的取組を行う学校をリードしてきた校長先生
何人かと議論していて、学校空間を考えるときに大事なものとして私から投げ掛けたも
のです。能動的・主体的な行動を生み出す環境、多様なメディアが身近に用意できる
空間、協同学習、人と人との関係を生み出せる空間、それから教師の協働体制を促し、
支援できる空間です。実は１、２、４を私から示したところ、校長先生からそろってその３
つは確かに大事だが、１つ足りないのがあると付け加えられたのが３番です。教育上の
様々な取組を通して従来の在り方を変え、成果があったとすればこれが大きいという話
をお伺いました。
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今の４つの目標を受け、教室空間をどう考えていけばいいか。まず主たる教育空間と
しての普通教室、クラスルームの高機能化が挙げられます。先ほどのデンマークの話の
中では非常に振幅が大きい、あるいは目標に向け非常に速いスパンでさっと変わる、そ
の様子が感じられたように思います。閉じた教室でも開く、あるいはまた閉じて、でもさら
に教室を大きくしてまた開くという形です。

日本の学校の場合は先ほども申しましたように、なんといっても教室が基本的な空間
として確保されなければいけないということが、先生方と議論していると非常に強い意見
として出される。その空間は確保しつつ、多様な活動を支えるためにどのように考えて
いけばよいか。それは一口に言えば四角形、四角い教室からの脱却といいますか、で
こぼこのある教室をつくるというか。その組み合わせ方はいろいろですが、小さなコー
ナーがあったり、大きなコーナーがあったり、テラスが外部空間があったり、あるいは教
室より大きな自由度の高いオープンスペース、多目的スペースがあったりということです
ね。
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これは同じような教室、同じような考え方で、少し四角を変形して教室の周りにコーナ
ーをつくったり、テラスをつくったり、あるいはロッカースペースを教室から外してコーナ
ーとしてつくったり、この外側にオープンスペースがあったり、向かい側に小さな部屋が
あったりということになります。

- 135 -



同時にICT化も課題になるということです。
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今、教室について申し上げましたけれども、最初のオープンスペース、多目的スペー
スということで申し上げれば、教室だけではなくて教室回りの充実をいかに図っていくか
。多様な教育方法に対して自由度のある教育、教室回りをどうつくるかということですね
。総合的学習や少人数指導、弾力的な集団編成、そういった多様な学習形態や教育
展開に対応するために、教室より大きな自由度の高い空間をつくっていく。一方で教室
より小さい少人数指導とか、あるいはパニックになった子供のクールダウンに使えるとか
、教室しかない空間から教室より大きな空間・小さな空間、そういったものを組み合わせ
て教室回りをつくっていく。弾力的な教育方法、それから弾力的な集団編成に対応する
。
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それから、もう１つは時間、場所、仲間、教材、テーマを選べる教室回り。つまり、教材
や場所、机配置、いろんなセッティングをすることができて、その場を選ぶことによって
子供たちが好きな場所で学ぶことができる。あるいはいろんな学習形態が取れる、そう
いった道具立てのそろった教室空間。ただ広いオープンスペースっていうのではなくて
、家具等も含めた環境づくりが大きなテーマになります。
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今ここでご覧いただいているのは、これまで申し上げたことを総合的に実現しようとし
た最近の計画です。

教室があり、小さな空間があり、テラスがあり、ロッカースペースが教室と近接してあっ
て、教室は学習空間として整った環境にする。オープンスペースがあったり、閉じた部
屋があったり。こういう多様な活動に対して当初のオープンスペース、多目的スペース
はフレキシブルな広いスペースを設けることで自由度を確保しようとしていたのに対して
、広いスペースも含めて多様な空間を用意することで多様な活動に対応しようというもの
です。デンマークの説明でもフレキシブルな空間と同時に多様な空間、多様な活動を
生み出し、許容する空間づくりの話がありましたが、それと通ずるところがあります。

ただ、絵を見ていただくと、やっぱり教室の四角っていうのは今ご紹介しているどの写
真、あるいは図にも強い印象をお受けになるんじゃないかと思います。今まで話してま
いりましたけれども、教室、教室回りの計画目標について、今まで話してきたのは全部
小学校です。実際、教育あるいは施設の変化は小学校から始まる。そして、なかなか中
学校をどうすればいいかという姿が見えない、目標が見えない状況がありました。いろん
な教育の先生方と会うたびに中学校はどう考えたらいいのかという質問を、当時してい
た覚えがありますが、なかなか高校受験を控えた進路指導、それから生徒の生活指導
に追われて、教育改革に取り組む、教科指導を充実する、そこの本丸に切り込む余裕
がないという声が聞こえてきました。
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中学校の施設について、どう考えたらいいか。これは中学校の一般的な教室ですが、
小学校の教室と比べると授業に関わる掲示物がまずないわけですね。左下の写真はな
かなかにぎやかでクラスづくりがよくされてる様子がうかがわれますが、これも教科に関
わるものではない。つまり普通教室は複数の教科の共用空間ですから、ある教科でこう
いうものを準備しておきたい、こういう子供たちの学習成果物を皆で見られるようにした
い、あるいはある学習形態を想定して、そういった環境を用意したい、保ちたいと思って
もそれができない。
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結果として、小学校と同じように学年のまとまりをつくって、それにオープンスペースを
設けても、先ほどの普通教室と同じで、そのオープンスペースっていうのはなかなか授
業の場として、学習の場としては環境が成熟していかないということがありました。その
理由はお気付きのとおり、小学校が学級担任制であるのに対して、中学校が教科担任
制だからです。小学校の場合は学年のまとまりをつくるとその中で、いろいろな議論の
中で先生方同士の協力体制が生まれ、それを背景に多様な学習環境構成、あるいは
学習形態が展開されるようになる可能性があるわけですが、教科担任制の場合にはそ
れではうまくいかない。それではどうしたらいいか。そこで行き着いたのが教科教室型の
運営方式による計画でした。

教科教室型というのは、各教科ごとに専用の教室を設けて、生徒が自らその教室に移
動して授業を受ける方式です。欧米の学校では、中学校ではなんらかの形で教科教室
型の学校施設づくりが行われるわけですが、わが国の場合には普通教室と特別教室か
ら学校は構成されるのが一般的です。右下の写真は教科教室に面したオープンスペー
スの例で、教科のメディアスペースとして教科独自で環境構成が自由に展開できるもの
です。これだけ学校空間には大きな違いが生まれる可能性があります。
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今、ご覧いただいたのはこの学校のスペースでしたけれども、この学校は14年ほど前
の改築の時に、教育委員会・学校が一緒になって議論を重ねました。従来の学校づくり
とは違う学校空間づくりへの反対意見も含めて議論が重ねられましたが、最終的に目
指す教育を確認して、実現されたという経過がありました。この学校はそういう先生方の
熱い議論の下につくられた学校で、以後、今日まで毎年公開授業を行って、全国的に
見ても最もアクティブな中学校の１つといえるのではないかと私は思っております。

ただ、先ほど申し上げた教科教室型というのは、廊下に教科の教室がただ並んでい
ても、それは教科教室型なわけです。それに対して、教科のまとまりを教科センターとし
て捉えて多様な教育を目指す、そういった教育と一体となった施設づくりを通して学校
の変革を意図したもの、それを単なる教科教室型ではなくて、教科センター方式と名付
けて区別して呼んだらどうかと以前提案しました。それが今、定着しつつあると言えるか
もしれません。

こういった学校づくりの最初というのは、１学年１クラス、かつ１クラス10人足らずの小規
模な中学校の計画に関わった時です。学習意欲を高めたい、そういう先生方の思いは
あるが、競争原理が働かない小規模校でどうやって学習に対する意欲を高めていくか。
そういう議論の中で教科の魅力、あるいは教科の世界を子供たちに見えるようにする。
そして、ほかの学年の子供たちの学習の様子なども併せて刺激になるように、そういう
意味で教室、あるいは教室回りの環境を教科の世界として、興味のある世界が子供た
ちの意欲を高められるようにしようというものです。そういう経験が今の学校の提案など
でも下敷きになっております。
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今、教科センター方式の話に移りましたが、ここで教科センター方式の学校づくりを進
めようと申し上げたいわけではありません。

教科センター方式の中学校計画を通して、今日の主題である「教室空間から教育を
考える」、その題材にしたいと思うわけです。教科担任制の下で各教科の教師が思いど
おりの取組を行うことができる教育空間とは何か、またそれをどう実現するかということで
す。この「教科担任制の下で」のところに、例えば小中一貫教育を目指す場合には「小
中一貫教育を目指して」と入れることができます。そういった課題に対して、教室空間を
考えていくことが大事だと思うわけです。

今までご紹介した学校で教育空間づくりが目標としたものとしては、ここに書いてある
ような事柄です。自主的、主体的、能動的な生徒を育てる。学ぶことの意義、教科の意
味やリアリティーを感じながら生徒が学習できるようにしたい。生徒と先生方の多様で密
接な関係の下で全人教育をしていきたい。これらは各学校で目標とされたことをざっと
書き連ねたものです。
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次に、教科センター方式の教育空間づくりについてです。

教科ごとに必要な数の教科教室、それから教科のメディアスペースとなるオープンス
ペース、小教室、教師・教材のスペース、そういったものを組み合わせて、一つのユニッ
ト、すなわち教科センターを構成する。そこで先生たちの手で、あるいは生徒たちも関
わって多様な環境づくりを行い、そこで学ぶことの意義・目標を感じながら、多様な学習
展開ができるようにするということです。この教科センター方式の特徴としては、各教科、
各先生、各子供たちが取り組んでいる学習内容、教育活動を見える化するという効果
があります。それによって先生方同士、子供たち同士が高め合う学校風土がつくられる
、と言えるのではないかと思っております。
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教科教室は、先ほど見ていただいた教科に関係するものが何もない教室に対して、そ
の教室がなんの教科の部屋であるかが一見して分かる。つまりこれは先生方が自分の
教室をデザインすることができるということです。そういう環境を手に入れたことで、それ
ぞれのアイデアや要望が出される。そうやってできた空間では、その時期の単元につい
て用意したいものなどを、先生方が自由に用意する姿が見られるようになります。
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それから、教科のメディアスペースについても同じですね。先ほどから見ていただいて
いますが、さまざまな学習材が置かれている。あるいは多様な学習形態を可能にする。
あるいは学習場所を生徒が選べるようないろいろな場所づくりがされている。それを可
能にする掲示面、家具、そういったものが建築と併せて総合的に計画され、そこで多様
な活動が生まれるということです。
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いくつかの学校の例です。
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多様な学習環境がつくられ、多様な活動がこういった形で行われます。
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それから、先ほどクラスの空間が大事だと言いましたが、それでは教科教室型の場合
、クラスの場所はどうなるのか。そういう議論は当然先生方と議論するときには大きな課
題になるわけです。そういう話し合いを通じて生み出されたのが、あるクラスが自分たち
のクラスルームとする教室に隣接して、そのクラス専用のホームベースという空間をつく
る。教室にはほかの学年、ほかのクラスの子も授業でやってきますが、ホームベースは
そのクラス専用の生活場所になります。
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議論を重ねる中で従来の学校になかった新しい空間が生み出され、学習活動の多様
な展開、それから落ち着いた学校生活を送るための拠点づくりがつくられていくわけで
すね。これもそういうホームベースの一例であります。
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今まで申し上げてきたようなスペースの要素をダイヤグラム、関係図として示すとこのような
ものになります。メディアスペースを中心にして、その教科の教室、ホームベース、それから
教材室等が組み合わされる、そういった考え方となります。
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この教科教室型、あるいは教科センター方式は自ら移動して次の教室に向かう。そう
すると、学校の中で常にほかのクラス、ほかの学年の生徒とすれ違うわけです。中学校
の計画では先生方から、異学年が接するところで必ずトラブルが起きるから、学年ごと
に棟や階を分けて、できるだけ接触しないようにしてほしいということを非常に強い要求
として出されることがあります。ですが、この教科センター方式の場合には学校の中で
随時ほかのクラスの子供と、ほかの学年の子供と触れ合う。それを積極的に生かして、
例えばこの学校はクラスルームを割り当てるのに１年、２年、３年、それを組み合わせて
縦割りの帰属集団をもう１つ作っている例です。この学校も同じです。
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これは、異学年で活動すること、異学年と交流すること、触れ合うことについて、生徒
がどう感じているか、アンケートしたものです。

学校によって少し違いはありますが、楽しい、やや楽しいという回答が圧倒的に多い。
つまり先生方とやり取りするときの、生徒指導上学年をはっきり分けてほしいという要求
と、子供たちがほかの学年と触れ合うことで感じてることと、実はズレがあるといいますか、
そういう子供たちの気持ちにも目を届かせながら、学校空間全体を組み立てていくこと
が大事だと思うわけです。
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もう１つ、教科センター方式については、規模が小さければいいが、大きくなると移動
量が大変になって、運営が難しいのではないかという意見も出ます。これは１学年８クラ
スの大きな学校ですけれども、スムーズな移動がされ、その特色を生かした学校生活、
学習活動が行われています。
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時間がなくなってきましたので、その他、今まで教室回りだけ申し上げてきましたが、
当然、学習を支える空間として図書館もあります。
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それからコンピューター室を単にコンピューターを学ぶ部屋から多様な学習を展開す
るためのライブラリー・ラーニング・コモンズとして見直していく。
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これはしばらく前の計画ではありますけれども、図書館を中心としてさまざまな学習活
動が展開できる空間、それをコミュニケーションセンターと名付けていこうという取組です
。
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それから、特別教室についてもそれぞれ生徒の自主的な活動、あるいはその教科特
有の活動空間をつくり上げていこうと。
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それによってつくる喜び、活動する楽しさが、いわゆる教室ではなくて、その活動場所
としての雰囲気、設備を持った場所で展開できるようにしていきたい。
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それは教室の中だけではなくて教室の外側、生徒たちをまず最初に迎え入れる場所
もそうです。
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教室の外側を整える。デンマークの例で学校全体が学習空間というお話もありました
が、まさにそういう教室の外側を整えて子供たちを迎え入れる、子供たちの１日の生活
の中で教科と触れ合う。
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それから、いろいろな集まり場所を作るということ。下の写真はデンマークの学校です。
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一方で、小さな場所、多様な空間を用意して、その時々子供が選びながら学習ができ
るようにしていくということ。
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最後に、それでは「明日」ということになります。

「明日」を考えるときのさまざまなキーワードと思えるものをここに挙げてみました。特に
目的、方法のところでコミュニケーション、アート、チーム、そういったことがおそらく空間
をつくるときの１つの大事な要素として捉えられると思います。
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新しい学びというときに、総合的、包括的な言葉として「アクティブ・ラーニング」という
言葉が用いられます。これはいろんな説明の仕方がありますから、ここでは中央教育審
議会で使われた言葉を挙げていますけれども、能動的な学習への参加、発見学習等と
いうこと。
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これは大学教育の話ですが、それを踏まえて初等・中等教育でも主体的に取り組む、
他者と協働する、リーダーシップ、感性、優しさ等々、こういった学びをアクティブ・ラー
ニングとして捉えようということです。今、ここでの課題はこれらをどう教育空間の課題と
して捉えるかということだと思います。
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これはアクティブ・ラーニングっていう言葉の１つのルーツともいえるスタンフォード大
学のD-schoolの様子ですけれども、皆協同でアイデア出しをする、その成果があとまで
共有できる、あるいはアイデアを出すときに様々なポジション、様々なグループ、いろん
な形態が取れるような場が用意されてるわけですね。
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例えば、これはこれまでご紹介した各学校での学習場面の様子です。ホワイトボード
をもとにして皆で意見を出し合いながら共同学習を進めてるところ。

- 172 -



これをさらに大きなホワイトボードでアイデア出しをして、最後にみんなで共有するとい
うような場面ですね。

- 173 -



それから、みんなの前で発表したり、説明を聞いたり、ICTを使った活動を行ったり、と
いうものです。
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これはそのスペースを生かして体験学習を行ったり。人が誰もいなくてもそこでどういう
活動が行われるかがわかり、あるいはある活動を誘い掛けるような学習環境と言えます
。これらは実は「アクティブ・ラーニング」という言葉がこれだけ使われる前に各学校で取
り組まれていた、各学校で見られた学習場面です。

つまり、「アクティブ・ラーニング」のための環境は、すでに目指す教育をもとにつくられ
た教室空間・学習空間の中で、それぞれの学校が取り組んできていることなのです。そ
れを総合的に１つの言葉として表したのが「アクティブ・ラーニング」ということもいえるの
ではないか。学習空間づくりの大きな課題、その１つの姿というのは、すでに目の前に
あるともいえるわけですね。その上に何を重ねていくかということが今、求められてるとこ
ろではないかと思います。
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そのための大きな課題は、そこで活動する喜びや、学ぶ場所として快適であるとか、
そういう気持ちに応えるところが機能と併せて今、求められるではないかと思います。「
使う」ということから「使いやすい」、これは「機能を高める」をさらに「使い心地が良い」と
いうレベルに上げていくということです。「教える」を「教えやすい」、さらに「教え心地が
良い」。「学ぶ」、「学びやすい」、「学び心地が良い」。「居る」、「居やすい」、「居心地が
良い」ということです。「心地が良い」という言葉を付け加えることでその場所、空間の様
子がイメージできてくる。

そして、心地が良いというのはなんと訳すかというと、クオリティー・オブ・ライフなんで
すね。そこで生活することの質を高める。クオリティー・オブ・ライフは福祉でよく使われ
る言葉ですが、学校生活をライフと捉えて、そのクオリティーを高めていく。そういえるの
ではないかと思います。

これは最近１つのスペースづくりのテーマとなっている、ティンカースペース、あるいは
メーカーズスペースというものです。いろんなことに、楽しく１人でとことん取り組める、あ
るいは同じことに興味を持っている友達と一緒に取り組む。そうして作り上げる喜び、発
見する楽しさ、育てる仕事のやりがい、そういうものを感じられる空間として捉え直してい
く。

そういう意味では今日のテーマは教室空間をどうするかですが、従来の教える場とし
ての教室を越えて、そこでの過ごし方、クオリティー・オブ・ライフを高める学習空間をつ
くっていくことだと思います。そういう空間は、この学校が好きだ、この場所が好きだ、そ
の場所で学ぶことが楽しい、そういう気持ちを生み出す。それが教育方法の違い等を乗
り越えて、常に新しい教育、新しい学びにチャレンジしていく力を持つ。ある時には少し
息が下がっても、われわれはこういう空間を持っている、とまた新たな教育に取り組んで
いく元気をつくる。そういうレジリエントな教育空間づくりが、もう１つの課題である長寿命
な学校づくりにもつながっていくと思っております。
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最後にご紹介するのは、私が個人的に新聞で見たものですが、3.11の東日本大震災
のあと、新聞にはつらい顔の写真ばかり写りましたけれども、初めて笑顔の写った写真
です。その笑顔が、学校が再開する、久しぶりに友達と出会った、その喜びとして表さ
れている。学校というのは子供たちにとってそういう場所であるということをもう一度捉え
直して、新たな教育空間づくりに取り組んでいくことがわれわれの大きな使命ではない
かと思っております。

以上で話を終わらせていただきます。どうもご清聴ありがとうございました。
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Ⅲ． 閉会の挨拶
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閉会の挨拶 

国立教育政策研究所 文教施設研究センター長  磯山 武司 

 

 
 本日は，文教施設研究講演会に多数ご参加いただきまして，また，長時間に

わたり最後までお聞き下さいまして，誠にありがとうございました。 
 伊藤先生からは，デンマークの学校建築計画の変遷と授業展開・空間の使い

方について，ご紹介いただきました。授業展開の変化と学習空間との関係性に

ついて，示唆を与えるものであったと考えております。 
ピア・グレル・ソーレンセン様，レーネ・イェンスビュ・ランゲ様お二人か

らは，デンマークの学校デザインの動向について，政策的な背景も踏まえて，

特色ある取り組みをご紹介いただきました。これらの先進的なコンセプトやデ

ザインは，我が国の学校施設の計画においても，大変参考となる視点を与えて

くれるものであったと思います。 
 そして，長澤先生からは，これまで数々の学校施設を計画されたお立場から，

日本の教室空間について，歴史的変遷をたどり豊富な事例を交え解説いただく

など，学習空間の在り方に多くの示唆を与えるお話をいただきました。 
本日行われました 3 つの講演が，今後の学校施設づくりの参考となれば幸い

です。最後に改めまして，本日ご講演頂きました講師の先生方，そして，ご参

加くださいました皆様に感謝を申し上げまして，私からの閉会の挨拶とさせて

いただきます。本日は，どうもありがとうございました。 
 

- 180 -



（付録）開催概要 
 

 

【開催日時・場所】 

平成 29年 1 月 24 日（火）文部科学省第二講堂 

 

【テーマ】 

「教室空間から教育を考える－日本とデンマークの学校建築－」 

 

【プログラム】 

13:30 主催者挨拶 杉野 剛 国立教育政策研究所所長 

13:35 講演１「デンマークの学校建築における計画の系譜と授業展開・空間の使い方」 

       （東京電機大学情報環境学部教授 伊藤 俊介 氏） 

14:15 講演２「Classroom design for 21st Century Learners - a Scandinavian perspective」 

（Halsnaes Lilleskole 校長 ピア・グレル・ソーレンセン 氏、 

学習空間デザインスタジオ Autens CEO レーネ・イェンスビュ・ランゲ 氏） 

16:00 休憩 

16:10 講演３ 「アクティブな学習空間を目指して －教室風景の昨日・今日・明日」 

       （東洋大学名誉教授 長澤 悟 氏） 

17:30 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

伊藤俊介氏          ピア・グレル・ソーレンセン 氏（左）           長澤悟氏 

レーネ・イェンスビュ・ランゲ 氏（右） 
 

【当日参加者】 

170 名（アンケート回答 124 名） 
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